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はじめに 
―社会におけるリスクコミュニケーションの認知― 

 
今年度も、地質リスクマネジメント事例研究発表会を開催することができ、事例研究発表

会での講演をいただく皆さま、また研究発表会に参加していただく皆さまに心から感謝い

たします。 
本年度開催した地質リスク・エンジニア（GRE）養成講座には参加枠を超える申し込み

があり、一部の申込者へはご希望に沿うことができませんでした。しかし多くの参加申し込

みに示されるように、地質リスクマネジメントの必要性については、地質調査業界の中で認

知されつつあると実感いたします。また社会の中でも、リスクマネジメントの必要性が認識

されてきていると感じます。本年も様々な自然災害が多発し、リスクマネジメントの在り方

に重要な課題を提供しました。またその中には地質に関する様々な災害事象も発生し、地質

リスクマネジメントの視点からの分析も必要となると考えます。 
今年の 1 月 23 日に草津白根山の噴火があり、残念なことですが人的被害がありました。

草津白根火山については白根火山の湯釜での噴火を対象として火山防災マップが作成され

ていましたが、本年の噴火は白根山の南に位置する本白根山で噴火が起きました。このよう

なことから、2018 年度中に本白根山も含めた火山噴火ハザードマップが草津町により作成

されることとなりました。9 月末時点では草津白根山はまだ活動的であり、今後作成される

ハザードマップの内容が地元および観光客に理解され、噴火が起こったときには適切な対

応がなされることが期待されます。 
今年 7 月の西日本豪雨で大きな浸水被害があった岡山県倉敷市では洪水・土砂災害ハー

ドマップの改定版が 2016 年に作成されていました。また 2016 年の倉敷市の広報ではハザ

ードマップの活用法も解説されています。ハザードマップに示されていた浸水想定区域と

今回の浸水被害地域はほとんど一致しており、もしこのハザードマップの内容が地元住民

および行政機関等で理解され、また活用されていれば、被害の減少に役立ったのではと感じ

ます。行政機関では様々な方法で洪水・土砂災害に関するリスクコミュニケーションをはか

っていたものと考えられますが、さらなるコミュニケーションの重要性が示唆されていま

す。 
今年 9 月 6 日北海道胆振地域を震源とする M6.7 の地震が発生し、北海道に大きな被害

がもたらされました。ちょうどその時、9 月 5 日から 7 日の予定で日本地質学会の学術講演

会が北海道大学で開催されており、私も参加するため札幌に滞在していました。ただし、地

震の影響で学会の予定は 6 日の一部と 7 日のすべての予定がキャンセルとなりました。 
地震直後に停電し、この停電は北海道全域での停電、すなわち広域のブラックアウトとな

りました。私の滞在しているホテルに電気の供給が戻ったのは 7 日の夜で、約 2 日間電気

の無い中でのホテル生活を過ごしました。街中のコンビニエンスストアは閉店するところ

が多く、また開いていても食料や飲料の在庫が無くなっていました。ホテルの水道水は屋上



のタンクに電気でポンプアップしているため、タンク内の水を消費すると後は使用できな

くなり、近くの公園の水道水を汲みに行き飲料水を確保しました。電気が安定的に供給され

ている環境で生活していると、電気の供給が停止した時、社会がいかに脆弱であるかを知る

ことが少ないと感じます。私は海外での研究を行うこともありますが、国によっては電力事

情が悪いため、計画停電が日常化しているケースもあります。そのような国ではホテルやレ

ストラン等には自家発電装置があり、計画停電中でもエアコンや照明機器を初め、電気機器

が問題なく使用できるようになっています。それらの施設では電気の供給不安に対しては

以外にも脆弱性が少ないのではと感じます。ただし一般家庭では自家発電装置を持つこと

ができないので、日常的な計画停電に対しては生活のサイクルをその停電に合わせること

で対応がされています。このように計画停電が日常化すると社会が様々な方法で適応する

ことになります。 
今年は台風の直撃も多い年でした。9 月 4 日に関西を直撃した台風 21 号は、関西空港を

初め多くの施設に対して被害をもたらしました。9 月 30 日に本州を縦断した台風 24 号に

対しては、それまでの教訓を生かし、かなりの事前対応がなされ、被害や混乱が最小限に抑

えられたのではと思います。台風への対応として JR 東日本の在来線では初めてとなる計画

運休が実施され、時間的余裕を持ってその計画運休の実施の周知がなされたことはリスク

コミュニケーションの在り方にとっての事例となりました。 
地質調査から得られる様々な情報をいかに適切に伝えるかは重要な課題であり、GRE 養

成講座では実習として地質リスク管理表の作成を通してリスクコミュニケーション手法を

概観していただいています。また地質リスク調査検討業務や地質技術者の参画による品質

確保のスキーム等によるリスクコミュニケーションの機会をもつことで、より適切な地質

リスクマネジメントがなされることが期待されます。 
 
 

平成 30 年 11 月 2 日 
地質リスク学会 副会長 小笠原正継 
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では、 の リ す 。 では、 で 地す

い 地質リスク が され、 ク いては 、 ク

いては の で が されてい （ の ）。

ン は、 が され で 。

が、 て の のの、

は の のままで 。 の 、 者が、

現地 認 、 地す の 定 で地 の 認

。 の 、 地す い 地質リスク て、地 が

ー い が 。 で す のは、 者が 地質

ン ン てい 、 の

地 て、 地質リスク て 地 の （地す の 定

） 定 て、 の 定 て で 。

（ 現 地質リスク ）のリスク ジ ン の ン の

は、 現 の が 。 、 定 の が 、

が 、現地 で い は、 ・ の

の さ て、 まで が が で 。
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地質 者 が 、 の の で 。

の 、 ム ス 、 の で 。

の ン は、 者が、 地す い 地質リスク が

す 、地す が 定 、地質リスク す が

定され 、 の 定 で の ・

の の で 。 れは ン て

す で で が、 すれ 、 が す 現 て

い が で 。 、 は の リスク   
地質リスク 、 ン てい 地質リスクが

で 現 い ・ され 。 の 、 の地す

の は 、 の の ン は て れ の で 。 
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リスク 応  

てい ・ ・  
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は、 現 リスク す 、

地質リスク 者が て ジ ン ので 。 は、

ジ ン の ー いて 。

の は、 では の で が、 の

の で の が され 、地質リスク す がされ

てい が れ 。 は、 者の す ン

、 地す て、 地 （地す ）の

地質リスク 定 、 ン 地す の 定 が

されて てい 。 の 者の （ 定）は

れ 、 が ま い 。

、 れ ては、地質 の れ 地 では で、地す

の の 地質 の 地 の

が で 、 の 者が定 リスク（

ー ） 地質リスクの で 、 定 の す

では、 て地質リスク ジ ン す が 。
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 ． 地質リスク 小 に  

大  小  ー タ 

工事 発 者 地方 共  

工事名 道 改 事業 

工  ト ン ル工事 

工事  地 内 道 ト ン ル 部工事 

工事  72 000 千  

工期 60日 起 部  

発
現
し
た
リ
ス
ク 

リ ス ク 発 事  リ ス ク 発 期 土 部  

ト ル 内  

・ 部 下 

・ 地 土 定  

地  

ト ル 原  
・ 設計計 方  

・ 地山 定 

工事  間 長 工事30日  

加工事 内  加調査 内  地 計 内 計  

正設計内   

工事 一部 間 支保 タ ーン  

加工事 
ル ト サイ ド ・ ッ イル  

地盤改 土工 

加 用 加調査 3 000 千  

正設計  

工 9 000 千  

加工事 37 000 千  

計 49 000 千  

長工期 ト ン ル工事 30日  

間  工事 部 渡  

者 事業者 ・ 工者 

最
小
限
に
回
避
し
た
リ
ス
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リ ス ク 事  さ リ ス ク 発 期 土 ト ン ル 中 

さ ト ル 地 ト ン ル  

事  地  

工事  道  

リ ス ク 際 期 設計  

者 設計技術者 ・ 事業者 

内  
土工  

直 地 ル ト  

 
地質 ー タ ー タ  

定 ー タ 

リ ス ク 応 際 内  加調査 地 調査 

正設計 地  

工 
地 土 直 地

ﾞ ﾙ  

用 加調査 
20 000 千  

正設計 

工 27 000 千 土  

計 47 000 千  

 
工事 内  

調査 定  

ト ン ル 部 工事 

工事  250 000 千  

工期 1 年 上 

間   

者 事業者 道 用者 

リ ス ク ジ ン ト  
効  

用  82 000 千  

工期 1 年 上 

  

 ジ ン  

のリスク ジ ン の 。 の 、 の は、

定す リスク て の ス す 。

ジ ン   リスク  

リスク 応 ） 

 

 ジ ン 出  

      
（ ）  

 

・ ン  

（ ） 
 

小   

 

・  

・ （ ン 更） 

・ 地  

 

 

 

小   

リスク 応  

・地   

・地 （ ）  

小   

リスク

 

・地   

・ 定 地   

・ ン   

・ ン   

小   

リスク ジ ン  ジ ン ）   

リスク 応  

てい ・ ・  

 

 提  

は、 現 リスク す 、

地質リスク 者が て ジ ン ので 。 は、

ジ ン の ー いて 。

の は、 では の で が、 の

の で の が され 、地質リスク す がされ

てい が れ 。 は、 者の す ン

、 地す て、 地 （地す ）の

地質リスク 定 、 ン 地す の 定 が

されて てい 。 の 者の （ 定）は

れ 、 が ま い 。

、 れ ては、地質 の れ 地 では で、地す

の の 地質 の 地 の

が で 、 の 者が定 リスク（

ー ） 地質リスクの で 、 定 の す

では、 て地質リスク ジ ン す が 。
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論文  質 地 に  

 

（ ）

（地質リスクエンジニア 2）
（ ）

． 要 

の 地 、 の の ( 4.9km)が されて

い 。 は、 地 す 質 の ての 、

・ す て 認 、 れ 、 されてい

の が 、 の ス で 。 
リスク 定 

地の地 は、 が す が、 質 の が 在

、 質 が す が の され 。

の す いては、 ての が で 、

の す 、地 の 地 で 、 。 
 

地 質 が （ 1） 
は 、 は す 。

の 、 は、 ー ージ の 。 
地 が （ 2） 

は され、 は 、 が す は、

の す 。 の 、 て の が

。 、 いて 、 の が す

が 認されてい が、 は てい い。 の 、 の

が は、 で が す が れ 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 地質 A 2 地質 B 
リスク  

・ 、 地 の ・ 。 の 、 地

では の 、 地 ( 地 ) いて

が 。 の 、 地 の は で され、 れ 、

の す 地質リスクは され、 が で 。 

12.4m 9.4m 
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２． リ  

質 地 地 に  

地の地 は、 が の 地 が、 が 在す

が 。 が (B 地 ) いては、 の が、

の 、 の の が （ ）の

の 。 
験 ・  

地 の の地質リスク す で、 ・ の 地

で す 。

地 、 質 が 地

地 が 地

 

・ 、 の 、 、 の す 。 
・ いて 
・ いて 
・ が の 定 いて 
れ 、 の ま 、 の す 。

3 の リ ー

地質調査 地盤、解析 の

　・ の

　・地質 面 の ・ の が に

　　 ： 土、 質土 ・土 の が

　　 ： 土が

　軟弱地盤解析 ・ に する の

　・ 土の 下、 定、対策工検討 ・ の とし の

　　 ： 工法 ・圧 下時 の

　　 ： 工法 圧 工法

地質リスク

試験 土・ の

下 、 、地

の

圧 （ 下 ）、 土の 定

圧 工法の の

論文  質 地 に  

 

（ ）

（地質リスクエンジニア 2）
（ ）

． 要 

の 地 、 の の ( 4.9km)が されて

い 。 は、 地 す 質 の ての 、

・ す て 認 、 れ 、 されてい

の が 、 の ス で 。 
リスク 定 

地の地 は、 が す が、 質 の が 在

、 質 が す が の され 。

の す いては、 ての が で 、

の す 、地 の 地 で 、 。 
 

地 質 が （ 1） 
は 、 は す 。

の 、 は、 ー ージ の 。 
地 が （ 2） 

は され、 は 、 が す は、

の す 。 の 、 て の が

。 、 いて 、 の が す

が 認されてい が、 は てい い。 の 、 の

が は、 で が す が れ 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 地質 A 2 地質 B 
リスク  

・ 、 地 の ・ 。 の 、 地

では の 、 地 ( 地 ) いて

が 。 の 、 地 の は で され、 れ 、

の す 地質リスクは され、 が で 。 

12.4m 9.4m 
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． ・  

 

・ は、 ニ て、 、 の い、

、 定 はリア ムで 。 
 

St で す 。( 4) 
開 10 （300 ）  

地 ( 8.8m) 地 ( 6.6m) 
 
 
 
 
 
 
 
 

4  
され St 、 で Sf 定す 。( 5） 

A 地 、 質 地  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 Sf の 定( ) 
A 地 、B 地 、 てい 。 の 、B 地 (
)で 、 在す の で、 の が ( ) てい 。 
の は、 の 地 で 、 が い てい 。 

1  
 
 
 
 
 

( ) A 地 : 90% 200   、 地 : 90% 1160  

St 66.8cm St 67.1cm 

地 地 質 地

（ ）

－ 26 －



 
 

の 定 定 定 の 定 す 。（B 地 ） 
・ 定 （ の ） 定 ( 6) 、 さ す ( 2)。 

2 ( 定 ) 
 
 
 
 
 
 
 

Hc’ 
q/qf=0.8 0.9 でク クが す   

が い。 の 、 は、Hc  
0.8 て す (Hc’)。 

6 定  
・ 定 定 で され Hc’8.5m の 。( 8) 

在 す は、 の が す (4m 6m) す 。( 7) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 8 定  
3 定 の （ 定 ・ 定 ） 

 
 
 
 
 
 

定 ( )は、 定 定 で す ( 3)。 の

は、 の ( 定 ) 定の

が 、 定 ( 質 定)は、 地 の てい で 。 

地

定

地

定

が の

定
・ の

定定 の

． ・  

 

・ は、 ニ て、 、 の い、

、 定 はリア ムで 。 
 

St で す 。( 4) 
開 10 （300 ）  

地 ( 8.8m) 地 ( 6.6m) 
 
 
 
 
 
 
 
 

4  
され St 、 で Sf 定す 。( 5） 

A 地 、 質 地  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 Sf の 定( ) 
A 地 、B 地 、 てい 。 の 、B 地 (
)で 、 在す の で、 の が ( ) てい 。 
の は、 の 地 で 、 が い てい 。 

1  
 
 
 
 
 

( ) A 地 : 90% 200   、 地 : 90% 1160  

St 66.8cm St 67.1cm 

地 地 質 地

（ ）
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． ジ ン  

ジ ン  

では、 ・ 、 ( 、 ) す

て、 が い が 認され 。 
ジ ン の は ・ の 、 、 、

されてい 地 (ペー ー ーン)の
。 

. ・  
・ 、 15,000  

地 、 、 、 、 ニ  
・                                                        5,000  

、  
・  5,500  

ー 、 の 定( の )、 定  
ー ージ い。 

地  
・ (ペー ー ーン)                               92,400  

d=5.0cm、 L=10m 
1.0m 

B 40m 
1,050m 

40m 1,050m 10m 420,000  
ン ー ージ で い。 

ジ ン  

・ の は、 15,000 5,000 5,500 25,500
、 

ま 、 されてい 地 ( ペー ー ーン)の
は、 92,400 。 

の 、 ジ ン は、 地 ・

の 。 
ジ ン 地 ・  

92,400 25,500  
66,900  

。 
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． 提  

 は、 の で 、学会の ー いて す 。

4 地質リスク  
大  小  ータ 

工事 

 

 

 

発 者  

工事名  

工  地盤 工 

工事  工 ー ード ーン工 

工事  92 400千  

工期  

リスク 事  さ リスク発 期 地質調査  

さ ト ル 工  

事  工  

工事   

リスク 際 期 土・ 工  

者 地質調査業者 発 者  

内  土 地盤

水

有効 認  

 土 下 水平 地

中 結 定  

リスク 応 際 

 

 

 

 

内  加調査 土工・ 工 

正設計 土・ 結 ・

工  

用 

 

加調査 20 000千  

正設計 5 500千  

工  

計 25 500千  

工事 内  

 

工事 内  工  

工事  0 

工期  

間   

者  

リスク ジ ント

効  

用  66 900千  

工期  

  

 

． ジ ン  

ジ ン  

では、 ・ 、 ( 、 ) す

て、 が い が 認され 。 
ジ ン の は ・ の 、 、 、

されてい 地 (ペー ー ーン)の
。 

. ・  
・ 、 15,000  

地 、 、 、 、 ニ  
・                                                        5,000  

、  
・  5,500  

ー 、 の 定( の )、 定  
ー ージ い。 

地  
・ (ペー ー ーン)                               92,400  

d=5.0cm、 L=10m 
1.0m 

B 40m 
1,050m 

40m 1,050m 10m 420,000  
ン ー ージ で い。 
ジ ン  

・ の は、 15,000 5,000 5,500 25,500
、 

ま 、 されてい 地 ( ペー ー ーン)の
は、 92,400 。 
の 、 ジ ン は、 地 ・

の 。 
ジ ン 地 ・  

92,400 25,500  
66,900  

。 
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論文 に 地質リスク  

会 ア ンス

． 要 

（ ） 要 

は、 が す 地

され （

す ・ ） いて、

（ ）の ・ 、

ーリン す

で、 地 在す 地質リスク

、 ス の

の ので （ ）。

 

（ ） 地 要 

地は ま が す

が、 の が 、

の 地 が 、 の

（ ） てい 地

す 地 で 。

地では、 （

、 さ ）が されて 、 地

、 の 定 、

地 の す 地質リスクが

され 。 、 れ の地質リスクの

の ま 。

２． リ  

地質リスク リ す。

（ ）資料 ・ （ 地質リスク ） 

地が す は、

（ い ）が す で 、

地 が で 、地質リスク 公

の が すい が 。

の 、 の 、 、 の

い、 での地質リスク

のリスク ・ 。 の

す。

 

  

（ ） 

 地 に

（ リン ）

 地  

－ 30 －



 地 地質リスク  

地質リスク

地質リスクの

リスク

ス ア

地 ・ い

の リン

地 （ ）
い い

の 質・

の ・

の 定

の （ ）
い

の （ ・地 ）
い

い

の ・

・ が

・ の まで

が

い
い

地

地 い

（ ）リスク  

地 の地質リスク 、 地の地 ・地質 ま 、 す で

の 。 の は、 ー ク 地

質リスク 者・ 者 す で、地質リスクの 。

 地質リスク  

地質リスク （ ）

地 ・ い

の リン

の 者・

会 の

の ・

の 質は の

では で

い す

の 質・

の ・

で

の の

の す

で す

の ーリン 質

定 す

す

の

の ・ の
がで

地
（ ） で

．  

て ー （ 地質 ） （ ）

す 。 、 の地質リスク は、 、地質 者 者

で 、 者 。 の 、地質リスクの

ン 、 で 、 で の い て、す

（ が い す ）。

論文 に 地質リスク  

会 ア ンス

． 要 

（ ） 要 

は、 が す 地

され （

す ・ ） いて、

（ ）の ・ 、

ーリン す

で、 地 在す 地質リスク

、 ス の

の ので （ ）。

 

（ ） 地 要 

地は ま が す

が、 の が 、

の 地 が 、 の

（ ） てい 地

す 地 で 。

地では、 （

、 さ ）が されて 、 地

、 の 定 、

地 の す 地質リスクが

され 。 、 れ の地質リスクの

の ま 。

２． リ  

地質リスク リ す。

（ ）資料 ・ （ 地質リスク ） 

地が す は、

（ い ）が す で 、

地 が で 、地質リスク 公

の が すい が 。

の 、 の 、 、 の

い、 での地質リスク

のリスク ・ 。 の

す。

 

  

（ ） 

 地 に

（ リン ）

 地  
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（ ）地 ・ い に リン  

ーリン す で、 い は 認され が、

地 が され が 認され （ ）。 の 、

が す が 、 地は す の 、地 が

で て、 者・ 者 。

（ ） 質・ 認 

の地質 、

の まで

（ ）。 の 、 地 では、

の が が い

認 。 、 （ ）

、

。

ま 、 の は 地 す

が 認され （ 、

では

が 在す ）、 の が

され （ の

、

す ）。

質 認

 質  

 質  

認  

－ 32 －



（ ） 質  

の （ の

認）、ま 質 （ ）の 認の 、

ー ア （ ）。 、

は 、 は （ が

で れてい い の で 認）

で 認 、 の

の 。

（ ） 地  

（ まで） ・

（ ）の の す ー

で （ ） 。

ま 、 は、 者 い の の ・

て い 。 、 地 は す 地 す の 、

の 質 の がで 。

て、 が 認され 、 の の （

） 、 の の 。

 ア   

 地 （ ）  

（ ）地 ・ い に リン  

ーリン す で、 い は 認され が、

地 が され が 認され （ ）。 の 、

が す が 、 地は す の 、地 が

で て、 者・ 者 。

（ ） 質・ 認 

の地質 、

の まで

（ ）。 の 、 地 では、

の が が い

認 。 、 （ ）

、

。

ま 、 の は 地 す

が 認され （ 、

では

が 在す ）、 の が

され （ の

、

す ）。

質 認

 質  

 質  

認  
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． ジ ン  

の ジ ン 定す 、 の （ ）

リスク ジ ン の 定 す 。

の て、 では 、 、

で 地がで 、 地 現 す 、

、 の がで 、 地の地 ・地質

れまので地質リスク 現 では 、 者 す がで

、 い の がで 。

 地質リスク 応  

地質リスク （ ）

地 ・ い

の リン
質 認

が 認され 。

が され

認。

の が で

者・ 者 。

の 質・

の ・
質 認

の 質 認。

の 。

の
質 認

の 定。

ての

いて 。

が まれ が

い 認、

の ・
の ・

の 、

で 。

、

（ の ）の

 リスク ジ ン 定  

（ ）

 

 （ ）
、 の

（ ）

 リスク の

地質 ーリン

、 ・ 質 定

・ 地

の

 、 の

地質リスク の

ジ ン

（ ）
（リスクの ）
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． 提  

地質リスク （ ） て の ま 。

地質リスク

 小   

 

 （ ） 

   

 （ 主 ） 

要 ・ 新  

 （ ） 

 （ ） （ ）  

  

リスク  

リスク  ・  

 
地 ・地 に

地  

 
に

 

 

に 定 地

更 定要

 

リスク  

  

 （ 提 ） 

 
地質リスクに

 

に 要  

地 地

質 地

 

リスク 応  

  
リン （ ） リ

ン 地  

 
更 更

更  

  （ ） 

 （ ） 

 （ ） 

更  

更  
更 

更  （ ） 

更  （ 更 ） 

 地質リスク  

受  
（

） 

リスク ジ ン

 

（ ） （ ） 

 （ 更 ） 

 
 

． ジ ン  

の ジ ン 定す 、 の （ ）

リスク ジ ン の 定 す 。

の て、 では 、 、

で 地がで 、 地 現 す 、

、 の がで 、 地の地 ・地質

れまので地質リスク 現 では 、 者 す がで

、 い の がで 。

 地質リスク 応  

地質リスク （ ）

地 ・ い

の リン
質 認

が 認され 。

が され

認。

の が で

者・ 者 。

の 質・

の ・
質 認

の 質 認。

の 。

の
質 認

の 定。

ての

いて 。

が まれ が

い 認、

の ・
の ・

の 、

で 。

、

（ の ）の

 リスク ジ ン 定  

（ ）

 

 （ ）
、 の

（ ）

 リスク の

地質 ーリン

、 ・ 質 定

・ 地

の

 、 の

地質リスク の

ジ ン

（ ）
（リスクの ）
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論文  に 地質リスク ジ ン  

 
（ ） 、 、 、  

 

 

・ の では、地 地 の

が れ が 、 され ースが 。 の

、 の で 地 定 では、 の 、 で 、

地の地 ・地質 （ では、地 て地 ・地質

） 地質リスクの ・ す が で 。 て、

す は、 れ いて、 地 開 す のリス

ク ニ ー ン で 。

は、 の ク （ ・ 、 、 、 ・

）の で 定され 地質リスク 地 定 で ・ 、 ・

す 。 

 

 

の 地 定 での て、 の

リスクが れ 。 の て、 す の

の が、 の 地 地の で 、 の

の が 、 の は が

で 、 は 、 い まれ

で 。地 ・地質 地が 定されていれ 、 が 、

が て 、 が すい い 。

ま 、 の では 、 で す 地質

の 、 の （ 、地 、 ）が いて

す が で 。

 

 

地 定の は 、 、 、 の

が す 。 れ は て、 、 、 ー が

で 、 が す 。

地質リスク て、 の では、 す 地す 地が

、 の では クが す の が れ 。 、

の では、 て、 で が

されてい 。 れ の 、 、 で 定

され 地質リスク 。（ ）

い れの リスクが 現 、 の ス ム 地

が 定され 。
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 出 地質リスク要  

地質 ク 現

1 （ ）
・地 により、 、 工が を たり、 土が崩壊す
る がある

2 地質 （ 、 ）
・ が する 、 時に 面崩壊を る がある
・ が する 、 の と る がある

3 地質 （ 盤）
・ 盤 面の 、 、地 、 土 が と り 面崩壊が

る がある
4 地す り、崩壊地、軟弱地盤 ・ に伴 面が 定 する がある

・ 土工事に伴 、 の （土 ・地下 、 ）
が る がある

地質 ク

 

 

では、 で 地質リスク 地 定 で 、 地の

の 。 ー す。

地の 定 、 地 定 で、 地の 、

地の 定、 地の 定の で 地の い、 地

の の 。

地の 定 では、 、 の が され 地

。 地の 定 では、 地の 、地

（ 、地す 地 ） いて 。 地の 定 で

は、現地 い、 地 定 。ま 、 地の 、

れ い 。

 

選定

選定

選定

地 定  
 立 50 万 上 
 地 10 上 
 成 谷地  

・ 建設  

さ 地 設定  

・ 地  

地 定 

 

地 

・一 地 中 地 地  

地 地

 

地 

地 2 定  

地 地  

地 

地 2 定  

地 3 定  

・二 地 中 地 認結 地 ・

地質 地 定 

石  

  

・ 地 5 地 地質リスク

用 ・  

論文  に 地質リスク ジ ン  

 
（ ） 、 、 、  

 

 

・ の では、地 地 の

が れ が 、 され ースが 。 の

、 の で 地 定 では、 の 、 で 、

地の地 ・地質 （ では、地 て地 ・地質

） 地質リスクの ・ す が で 。 て、

す は、 れ いて、 地 開 す のリス

ク ニ ー ン で 。

は、 の ク （ ・ 、 、 、 ・

）の で 定され 地質リスク 地 定 で ・ 、 ・

す 。 

 

 

の 地 定 での て、 の

リスクが れ 。 の て、 す の

の が、 の 地 地の で 、 の

の が 、 の は が

で 、 は 、 い まれ

で 。地 ・地質 地が 定されていれ 、 が 、

が て 、 が すい い 。

ま 、 の では 、 で す 地質

の 、 の （ 、地 、 ）が いて

す が で 。

 

 

地 定の は 、 、 、 の

が す 。 れ は て、 、 、 ー が

で 、 が す 。

地質リスク て、 の では、 す 地す 地が

、 の では クが す の が れ 。 、

の では、 て、 で が

されてい 。 れ の 、 、 で 定

され 地質リスク 。（ ）

い れの リスクが 現 、 の ス ム 地

が 定され 。
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地質リスクの は、 の

さ（ ） の さ の

い が い。

が 、 の は

（ ） で

、地質リスクの は、

の現地 、

す は で 。 の

、リスクの ンク は、 定され

の さの 定 。  地質リスク

れ の は、定 て す 。ま 、

地質リスクの いて す。

 

 ンク

ランク 現

回避
・ 面、 ス 面で対策が である
た 、 地 除 する

・ 地す りが し、 面対策
工に 費用が
・ の による 対策
に 費用が

低減 ・対策工によりリスクを低減する
・ 盤が する、
ある 盤が 盤と る 土
法面が 定 する

保有 C
・事 の が であるた 、 工

とリスクを する
・ 盤が 土法面に する

 

定 では、 定 され 地 い リス

ク 。 は、 、 地す 地 の で （ ）。

いては、 ム の す （ ）

（ ）が の は 地 。

ま 、地す 地 いては、 地す が す 、

が で 、 が 、

す 地 。

 （ 定 ） 

評価区分 配点 評価区分 配点

回避 Ａ 300
対 に 地す り
が

低減 B － －

対 に 地す り
が
た 、対 に する

に 地す りが
3

保有 C － － し

手法 ランク

選定段階（文献調査）
① ②地 地

二 定 文  
用した

： 日 の （1 1）

②地す り：地す り地
（ ）

三 定 文 地 査
 

現地 査 、 用した
地 ・地質 ：地質 、地す り地 の

②地質 ： 面 の ・
：日 の地

（ ） 業

が い  
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定 では、 定 され 地 現地 い、地質

リスク の 。 は、 地質 、 地質 、

の で （ ）。

地質 いては、 地 が す 、 リスクが い 、

が す 、 の の リスク（

ム ）が い 、 地 。地質 いては、 地 の

が れ 、地す の リスクが いが、 で

定 、 ンク 。

ま 、 で す 地質 で 、 の

の の 地 が す が 。 の 、

で す 地質 の 、 地 が す 地

の が は ンク、 の が い は ンク 。

 

 （ 定 ） 

評価区分 配点 評価区分 配点 評価区分 配点

回避 Ａ 、 地質 － －

を 度で する
地質 のう 、対 と
する 地 に を対

とした の あり

低減 B 対 地の地質 が 3
地の が 盤

地質 に地質 、
軸が

3

を 度で する
地質 のう 、対 と
する 地 に を対

とした の し

3

保有 C し

③自然由来重金属手法 ランク

最終選定段階（現地調査・文献調査）
①地質分布 ②地質構造

 

定で 地 地 、 定 で 地 、 定 で

地 の 。 定 地 定 す。

定 では、 て、地質 、地質 、 、

地 の の 、 の 、アク ス の 、

れ の 、 地 て 定 。

 地 定 （ 地）

辺 1 3 3 1

1 3 3 3
土地 用
水道水

地質 3 3

地質 3 3
由 重 属 3 3 3

アクセス道 3 1 3 3 3
工 3 3 3 3

3 3 3 3

計 34 3 40 3 40

地

境

設
建設

が い  

が い  

 

地質リスクの は、 の

さ（ ） の さ の

い が い。

が 、 の は

（ ） で

、地質リスクの は、

の現地 、

す は で 。 の

、リスクの ンク は、 定され

の さの 定 。  地質リスク

れ の は、定 て す 。ま 、

地質リスクの いて す。

 

 ンク

ランク 現

回避
・ 面、 ス 面で対策が である
た 、 地 除 する

・ 地す りが し、 面対策
工に 費用が
・ の による 対策
に 費用が

低減 ・対策工によりリスクを低減する
・ 盤が する、
ある 盤が 盤と る 土
法面が 定 する

保有 C
・事 の が であるた 、 工

とリスクを する
・ 盤が 土法面に する

 

定 では、 定 され 地 い リス

ク 。 は、 、 地す 地 の で （ ）。

いては、 ム の す （ ）

（ ）が の は 地 。

ま 、地す 地 いては、 地す が す 、

が で 、 が 、

す 地 。

 （ 定 ） 

評価区分 配点 評価区分 配点

回避 Ａ 300
対 に 地す り
が

低減 B － －

対 に 地す り
が
た 、対 に する

に 地す りが
3

保有 C － － し

手法 ランク

選定段階（文献調査）
① ②地 地

二 定 文  
用した

： 日 の （1 1）

②地す り：地す り地
（ ）

三 定 文 地 査
 

現地 査 、 用した
地 ・地質 ：地質 、地す り地 の

②地質 ： 面 の ・
：日 の地

（ ） 業

が い  
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では、 定 で 地質リスクが 現す が

定され は、 地 す 、 リスク す が

いては、 ジ ン の 。

地 て 定 地 、 す 地 が

現 定 、 リスク で の ス いて （

）。 、 は 地の さ 。

 

地で い す 、 の す の ・

す 。

リスク てい 、 で の 定 、

で 定 。 、 の は、 す の

。 

 

す す 定 、地 の い

・ 。 て、 の

定 。ま 、 ースでは、 の 。

 

地 定 、 で の ス ジ ン の

て す がで い 。ま 、 リスク 、

で、 ス での ジ ン で 、 ・地 の

の ス で い され 。

 ジ ン  

地 地 地 地 地

調査・設計
設計

11, 00 0 0 ,000 1 ,000

220,000 0 0 120,000 320,000

小計 231, 00 0 0 12 ,000 33 ,000

調査・設計
設計

18,000 0 0 1 ,000 1 ,000

土 3 ,400 0 0 1 2,000 48 ,000

小計 374,400 0 0 177,000 02,000

142, 00 0 0 48,000 1 ,000

リスク

定 用

リスク

定 用

リスク ジ ント 効

用 千

 

 

の 地 は、 、 、 、 ・ の が い 、

ク 地質リスク ・ す が い 。 、地質

リスクは の い が す が いので、で

－ 40 －



い す が で 。

が 、 地 の すい 地 す 地 で 地

定 てい い 、 の 、 地質リスク ・

さ で、 ・ での す が

。ま 、 の いて地 の が で 、

地 定 ス て、 の 公開 ン で 。

 

〈参考文献〉 

） 会 の ・ ・

の 地 定 スの ス ム 学

会

開 ム の す （ ）

地質リスク ジ ント事  

大  小  ータ 

工事 

 

 

 

発 者  
工事名  
工  土 土 

工事  建設事業 

工事   
工期  

リスク 事  さ リスク発 期 計 ・設計 工 用
・  

さ リスク 物 成
発生土 起 重 属  

事  建設コスト 大 

工事  工事  

リスク 際 期 地 定 計  

者 発 者 

内  地 定 地質リスク
 

 文 地 査結  

リスク ジ ント

効  

用 166 000 千 大  

工期  
 事業  

 

 

では、 定 で 地質リスクが 現す が

定され は、 地 す 、 リスク す が

いては、 ジ ン の 。

地 て 定 地 、 す 地 が

現 定 、 リスク で の ス いて （

）。 、 は 地の さ 。

 

地で い す 、 の す の ・

す 。

リスク てい 、 で の 定 、

で 定 。 、 の は、 す の

。 

 

す す 定 、地 の い

・ 。 て、 の

定 。ま 、 ースでは、 の 。

 

地 定 、 で の ス ジ ン の

て す がで い 。ま 、 リスク 、

で、 ス での ジ ン で 、 ・地 の

の ス で い され 。

 ジ ン  

地 地 地 地 地

調査・設計
設計

11, 00 0 0 ,000 1 ,000

220,000 0 0 120,000 320,000

小計 231, 00 0 0 12 ,000 33 ,000

調査・設計
設計

18,000 0 0 1 ,000 1 ,000

土 3 ,400 0 0 1 2,000 48 ,000

小計 374,400 0 0 177,000 02,000

142, 00 0 0 48,000 1 ,000

リスク

定 用

リスク

定 用

リスク ジ ント 効

用 千

 

 

の 地 は、 、 、 、 ・ の が い 、

ク 地質リスク ・ す が い 。 、地質

リスクは の い が す が いので、で
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論文  地 リスク  

ー

 要 

の は、 の の で され で

。 は、 が されて 開 で す が 在 てい 。

は で 、 す 、

で す が れてい 。 は、 の ・ の ので

、 が 定 、 での す は

で 。 の で、 の の て の 認

す れてい

での地質 ーリン は が れて （ ）、 の

が されてい は い い で

は、

定 で 、

ン ン の ー が

の の で 。

いて ア 認

で、 認 、

での の

、 て ス が

れ の で 。

２  リ  

 応 

の で 地の地 は、 す されてい 。 の は、

い の は で （ の

が ）が れは、 ーリン で い で

定されてい 。

の 定は、 （ ） で 定す 、

て の れ の す が れ 。

 

  

： 地 ：   

 

 度

 地 ） 
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地では、 が で の の

の の 定 の て、 。 の す

での で が、 ス ク 、 す の が

。

に  

は は されてい が

（ ） （ ） の

。 アの （ ） は、

リ クスが 、 が い 、 の

が い が 、 は、 リ ク

スが 、 が 、

の が い が が 。

の で、 の ア て い

が の で が

。

ま 、 では、 の

いて されて 、 の

が れてい 。 の

て の が

れ 。

 

に （ ）  

地の では、 の まれ で、 の （ ）が

す が 認され 。 れ の す の が 。 は、

で され の す てい 。 の は

ま は で のの、 が れてい 現 いては、

が 。

 

 

 

て 、 す

認 。 

 

  

  

： 地 ：   

 

： 地

 

 

リ クス

 

リ クス

 ）

（
）

（ ）

 ）

論文  地 リスク  

ー

 要 

の は、 の の で され で

。 は、 が されて 開 で す が 在 てい 。

は で 、 す 、

で す が れてい 。 は、 の ・ の ので

、 が 定 、 での す は

で 。 の で、 の の て の 認

す れてい

での地質 ーリン は が れて （ ）、 の

が されてい は い い で

は、

定 で 、

ン ン の ー が

の の で 。

いて ア 認

で、 認 、

での の

、 て ス が

れ の で 。

２  リ  

 応 

の で 地の地 は、 す されてい 。 の は、

い の は で （ の

が ）が れは、 ーリン で い で

定されてい 。

の 定は、 （ ） で 定す 、

て の れ の す が れ 。

 

  

： 地 ：   

 

 度

 地 ） 
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．  

在す は て で が 。

は、 で て の で 。 て

ー の いては、 者の ア で されてい の ア て 認

、 の の れ の地 す

。

ま 、 の 、 定 会

す 、 の で すす 。

アの では、 の 地 で 認 が てい

が 。

の ー の 認 て 、 地 の

が 。 れ の の は、 す 。

 

 ア ）
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． ジ ン

は、 の す 。

の は、 す れ 、 の で の

てい の 、 の ク さ 。

の て す いてリスク で てい 。

は、 ので ス て 現 てい が現 は

は で 。

ク の では では、 が れ てい 。

、 の では、 の 在が 認され が、

が て が 、 す てが

い 。

 ジ ン  

   定  

ジ ン  

 

 

 

に

 に  

  

 

に

 に  
 

 

 

更に

 

に

 
 

  

（ に

ス い

） 

ク

定に

 

 

 

ク に

 ク 更

．  

在す は て で が 。

は、 で て の で 。 て

ー の いては、 者の ア で されてい の ア て 認

、 の の れ の地 す

。

ま 、 の 、 定 会

す 、 の で すす 。

アの では、 の 地 で 認 が てい

が 。

の ー の 認 て 、 地 の

が 。 れ の の は、 す 。

 

 ア ）
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． 提

では、 が す ン て の が 。 の ン

の いて 。

ま 、 ージ ン いて が 、 す

が てい 。

の でのリスク で て の が れ い。

2 地質リスク 事  
大  小  ータ 

工事 

 

 

 

発 者 
九州地方  

川 川事務所 

工事名 月川城内 工改 工事 

工  工 

工事  基礎 工工事 

工事  814 000 千  

工期 2015 9 2016 7 

リスク 事  さ リスク発 期 基礎 文前 長 定 期 

さ ト ル 長  

事  
支 長

物  

工事  

事  

工事中 発  

・長さ 発  

・工事中  

工事 発  

・ 物  

リスク 際 期 工事 発 直前 

者 国土  

内  設計
1 2 支

2  

 査さ 結  

リスク 応 際 

 

 

 

 

内  加調査 調査 ーリン 8 所 

正設計 長 正 

工 長  

用 

 
加調査 8 000千  

正設計 0 正  

工 26 500千  

計 34 500千  

工事 内  

 
工事 内  長  

工事  明 

工期  

間  大 く  

者 川 者 
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   定  

ジ ン  

 

 

 

に

 に  

 （ 料 ） 

 

に

 に  
 

 

 

 

更に

 

に  

 
 

  

（ に ス

い ） 

ク

定に

 

 

 

用

） 度 河 事 地質調査業 地区地質調査

． 提

では、 が す ン て の が 。 の ン

の いて 。

ま 、 ージ ン いて が 、 す

が てい 。

の でのリスク で て の が れ い。

2 地質リスク 事  
大  小  ータ 

工事 

 

 

 

発 者 
九州地方  

川 川事務所 

工事名 月川城内 工改 工事 

工  工 

工事  基礎 工工事 

工事  814 000 千  

工期 2015 9 2016 7 

リスク 事  さ リスク発 期 基礎 文前 長 定 期 

さ ト ル 長  

事  
支 長

物  

工事  

事  

工事中 発  

・長さ 発  

・工事中  

工事 発  

・ 物  

リスク 際 期 工事 発 直前 

者 国土  

内  設計
1 2 支

2  

 査さ 結  

リスク 応 際 

 

 

 

 

内  加調査 調査 ーリン 8 所 

正設計 長 正 

工 長  

用 

 
加調査 8 000千  

正設計 0 正  

工 26 500千  

計 34 500千  

工事 内  

 
工事 内  長  

工事  明 

工期  

間  大 く  

者 川 者 
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論文 定・地質 定に 地質リスク  

会 ア ンス

 

の 地 で されてい ン いて、

の ン の が 。 の の は、地 の で

されてい の て されて 、 ので い で 。

の 、 の ・ いて、 の が す の が い

が されてい 。

ン は が 、 が 、 て 開

てい 、 の 定 地質 が 認され 。 定

で が、 で され いて 定 質 地 が

現 、 で の が され 。

は、 の で ーリン ン

地質 の 、 ン の で の地

定 （ ） 定 、 定 ので 。

ン は、 の 、地質リスク

で で （ 地質リスク ）。

 

 
ン は、 の す 質の （

の ）が す 。 は、 の は 質で が、

は、 で 。 は 、

ン す 地質が 定 が され リスク 在 地質で

。  

 
  

 

 

 

c 比

パホイホイ  アア 
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で は、 ン が 、 で

、 ーリン 地質 認 。 ーリン

で 認され は で 、 定 てい （ ）。 
て で、 質 が で、 が す

の地 の が 。 ては、 て

質 が 定され （地質リスクの 現）。  
リスク の 、 ） が い れ の で ーリン 、 ）

の 、 ） ン の の 、 て地質 。

 
の 、 ン の の が い

認 てい 。 は の て れ い

て が されてい 。 の では、 の は、 の

（ ） 、 は の （ ） てい 。い

れ 、 さ が されて 、

の て、 が れてい 。

、 の では、 で の

す は 、 は、 （ ） す 。

の 、 い さい 、

ン の で が （地質リスクの 現）。地

で が 、 す の 。

す 、 の れが が 。

リスク の 、 ） の の ク ン リン て

（ ）の 、 ） 、 て の 。

 

 

 
ーリン 。 は て て 、 の

ま 、 地質 （ ）。地質 の

は、 の で 。  
 の ン は、 の ク・ ク の 質 の

が す が ーリン 。  
 の 、 は、 が

在 、 は認 れ い。 ては され 。 の

、 （ ） （ ）は て 。 の ン は、

の が、 （ （ ）） 。  
 ン の 、 （ （ ））が す 。 、 の の は、

ま い。 の が て すれ 、 ン の

れ が、 が い 、 が す 、

ン ー の が れ 。  

論文 定・地質 定に 地質リスク  

会 ア ンス

 

の 地 で されてい ン いて、

の ン の が 。 の の は、地 の で

されてい の て されて 、 ので い で 。

の 、 の ・ いて、 の が す の が い

が されてい 。

ン は が 、 が 、 て 開

てい 、 の 定 地質 が 認され 。 定

で が、 で され いて 定 質 地 が

現 、 で の が され 。

は、 の で ーリン ン

地質 の 、 ン の で の地

定 （ ） 定 、 定 ので 。

ン は、 の 、地質リスク

で で （ 地質リスク ）。

 

 
ン は、 の す 質の （

の ）が す 。 は、 の は 質で が、

は、 で 。 は 、

ン す 地質が 定 が され リスク 在 地質で

。  

 
  

 

 

 

c 比

パホイホイ  アア 
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２ 地質  

（ 小 に 地質 ）

リン  

 

リン  
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の の ク ン リン て （ ）の 、

。 ン は、 の で、

の 現が され で 。 では

、 ン ー で 質 で 。  
 地 （ ）

    
    

    
 

 
       

 
 

       

 
 

  
     

 
 

 
  

     

 
 

       

 地 （ 験 ）

    
    

    
 

 
       

 
 

       

 
 

 
  

  
 

 
  

 
 

       

 は、 ン

の （ ） 、

の ので

。 （ ）

の が認 れ 。  
 の

では、 （ ）

（ ）は、

の が れてい 。

 、 ク ン

リン の は、

の が れ

。 質

で が、 は

の が れてい 。

 は、 ーリン

定 ン

A( - c)

 
設定 30 120 

A( - c) 
値 150 2

A( - c)

50 308 625

 

（ ）  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 地質  

（ 小 に 地質 ）

リン  

 

リン  
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、地 の が 、 が さい が 。 、

は、地 で ので 、 で 定 い が

れ 。 者 地 の で 、 者の の て

て 定す 。  
 ジ ン の  

のリスク の 、 す 。

 

 地質リスク 応  

1

2

3

値

A( - ) A - c

値

1

50

2

リスク の の 、 の が れ 。

 地質 が れ て、 、 定

がで 、 ー クす がで 。 で

てい の地 認す で、地質 の ージ が

。 の 、 地質 者が地質 ー の

で、地質リスク で 。

 では、 の地 す は い れ 。

が 、 で 質 地質では、 の 質

で地 が で 。 の 、 が

され、 の れが い。地質 者 て 、

ージ て ま 、 の 地質リスクが の で

れ い。

 では、 の 。 、 の で

れ ク ま 。 で

で ン リン の ま は、地質

の て す が 、 い 。

 では ン の の が てい 。 ア

リン ン の地 、 ン

ー の 、地 の てい 。
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地質リスク （ ） て の ま 。

 

地質リスク 事  

-

-

128 12.5

18.5 5 9 88

12.5 19.5 5 9

 5

4

-

300

-

-

 300

-

4

-

-

代

 

、地 の が 、 が さい が 。 、

は、地 で ので 、 で 定 い が

れ 。 者 地 の で 、 者の の て

て 定す 。  
 ジ ン の  

のリスク の 、 す 。

 

 地質リスク 応  

1

2

3

値

A( - ) A - c

値

1

50

2

リスク の の 、 の が れ 。

 地質 が れ て、 、 定

がで 、 ー クす がで 。 で

てい の地 認す で、地質 の ージ が

。 の 、 地質 者が地質 ー の

で、地質リスク で 。

 では、 の地 す は い れ 。

が 、 で 質 地質では、 の 質

で地 が で 。 の 、 が

され、 の れが い。地質 者 て 、

ージ て ま 、 の 地質リスクが の で

れ い。

 では、 の 。 、 の で

れ ク ま 。 で

で ン リン の ま は、地質

の て す が 、 い 。

 では ン の の が てい 。 ア

リン ン の地 、 ン

ー の 、地 の てい 。
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論文  地質リスク ジ ン に 地  

地 会 地

． 要 

は、 ク クの て地す の 在 認 、 ・

ので 。

地は 質 在 が す 地 いの で 。

地 は て されてい が、

地 の 、 の

が れ、 が され 。ま 、

は が されてい （ ）。

地では て、

、の が 。

て ンクリー

、 が され、

て が され （ ）。

され

ク クが （ ）、 の 定 、 す

て が され 。

は、ク ク の て の の れ

が 定されてい 。 、現地 認の 、 のク クは

され が 認され、 の ンクリー の 認

。 で、 現地 、 の地す （ 地

す 、 地す ） 認 、地す の いク ク の が てい

（ ）。

の 、 ーリン 、

地す て地

す の （す ）

、地

、 。

  
  

 

 

 

 

ク ク

ク ク

 地  
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２． リ  

は、地質リスク（地す ）

の 在 て

、 す で、

の 、 、

の で 、

の は （地質リスク

） され 。

の ー す。

 リスク 

、 ク クが

て の

の れ が

定されて 、地す

て認 されてい

（地質リスク）。

地す の 在 認 で

が れ い 、

地す が

て の 、 、 の が され 。ま 、 の

が れ 、地す の 定 が 、

が す が され 。

 地質リスク 定 

  

地の の地 す

て、 の

いて 。 の

、 の が れ の

地 は 地す 地 が認 れ、

地 い地す が

され、地す は 定 てい

され 。ま 、 の

では が地す 地 が

され （ ）。 

 地 地質  

地 地 地質

、 、

で が認

れ、 、 さ の 地す 、 、 さ の 地す が

在す 認 （ ）。

  

  

論文  地質リスク ジ ン に 地  

地 会 地

． 要 

は、 ク クの て地す の 在 認 、 ・

ので 。

地は 質 在 が す 地 いの で 。

地 は て されてい が、

地 の 、 の

が れ、 が され 。ま 、

は が されてい （ ）。

地では て、

、の が 。

て ンクリー

、 が され、

て が され （ ）。

され

ク クが （ ）、 の 定 、 す

て が され 。

は、ク ク の て の の れ

が 定されてい 。 、現地 認の 、 のク クは

され が 認され、 の ンクリー の 認

。 で、 現地 、 の地す （ 地

す 、 地す ） 認 、地す の いク ク の が てい

（ ）。

の 、 ーリン 、

地す て地

す の （す ）

、地

、 。

  
  

 

 

 

 

ク ク

ク ク

 地  
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 要  

の （ ） て

の 。

・ す

質 在 の は が

て れ

て 、 定 す

い で 。

・ の

の 定

が 。

・ 地す 地 の

定 が 。

 

 リスク ジ ン  

 地質リスク  

ーリン 、 、地す 、地す

す 、地す の （ 地す 地す が す

） 。

  

定 、

。

  

地す 、 は地す が す 認 、

定 、 。

．  

 地質リスク 定 

 地  

ーリン ア す 認 （ ）。

 地質  

  

  

地

 

  

地

 
  

ンクリ

ク ク 
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 地  

地 地 、 地の地す は の は い

され が、 す の の

（ 、 ） い、地 （

地す ）で の が され、地す が 。地

（ 地す ）では は されてい い。 、 地す 、

地す は す 、 での が い 認 。

  

 定  

地す 地す が す て 定 。

て す の 定 、 れ

の （ ）

。ま 、

て、 地す て

が す

定 、 の （ ）

。

  

の いて い、

て アン ー

ーリン （

） （ 、 ）。

ま 、 が

され が 、

。

 地  
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設 2017 4 12
2  2

21号
504 日 大 406 10 22

常

水 ーリン 工
工

常

10 6

21号

  

 要  

の （ ） て

の 。

・ す

質 在 の は が

て れ

て 、 定 す

い で 。

・ の

の 定

が 。

・ 地す 地 の

定 が 。

 

 リスク ジ ン  

 地質リスク  

ーリン 、 、地す 、地す

す 、地す の （ 地す 地す が す

） 。

  

定 、

。

  

地す 、 は地す が す 認 、

定 、 。

．  

 地質リスク 定 

 地  

ーリン ア す 認 （ ）。

 地質  

  

  

地

 

  

地

 
  

ンクリ

ク ク 
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て 地す ーリン て 、

て が されてい 。ま 、地す の 定 、

（ ）の 定 て、 て てい 。

． ジ ン  

認 され い が 地質リスク（地す ） 地質 て 、

。現 （ ） いて、 （ ーリン ）

（ ）が で 、 、アン ー の が 定されてい

。 れ の 、 、 の地す

す

がで

れ 。

リ

スク ジ ン

リスク

いて、地

す

の

、 、

が

定 、

の て

リスク

。

ジ ン

す。

  

 ジ ン  
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． 提  

は （地質リスク ）で 、 ー

て ま 。

  

て 地す ーリン て 、

て が されてい 。ま 、地す の 定 、

（ ）の 定 て、 て てい 。

． ジ ン  

認 され い が 地質リスク（地す ） 地質 て 、

。現 （ ） いて、 （ ーリン ）

（ ）が で 、 、アン ー の が 定されてい

。 れ の 、 、 の地す

す

がで

れ 。

リ

スク ジ ン

リスク

いて、地

す

の

、 、

が

定 、

の て

リスク

。

ジ ン

す。

  

 ジ ン  
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論文  に 地 について（ ） 

 

会 ン ン

 

． 要 

（ ）地 要  

いて、 の の の

が 。 は の

の で、 が 、 ーリン

の が され の で 。 は

、 の が

が 、 の は現 の れ の が さ

れてい 。 の の の では が 認され、

の の 、 され 現 の

れが 認され 、 の が地す の

が 、 は の が さ

れ 。 の のままで す 、 の 地す が

さ 定 、地す が 、 の す

が 。

の 、 現地 、 ーリン い の

ニ ム 、 れ の 。

の 、地す の 定 す がで 、 の

がで で 。

（２）地 ・地質 要 

地 は の ・ が 認され 。 まで され

ーリン の で まで の

アが 認されてい 。 では 地 が認 れ、

れ の は 地 が され の が で され

が 、 定で が い。

ま 、 で 認され の は、の れ

で 、 地す が すい地質 す が 認さ

れ 。 れ の地質 が地す の で、 が 、 在

地す 地 が て のの の が れ 。
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 地              

（ ）地  

は、 で が 、 が す

定 で 。 が 、

で てい 。 の の が

、 が 、 。 の は、

ーリン 、 ーリン は 地 て

い、 ーリン は て の

。 の 、い れ は認 れ 、 は

され、 て現 の が され され 。 の

は、 で の が され、 が 認され

。

の 、 が され、 の

、の れが 認され 。

の 、 ーリン 、地す 地

す が 認され地す の が 。

され 、 で の が認 れ 。

 

 地 に  
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論文  に 地 について（ ） 

 

会 ン ン

 

． 要 

（ ）地 要  

いて、 の の の

が 。 は の

の で、 が 、 ーリン

の が され の で 。 は

、 の が

が 、 の は現 の れ の が さ

れてい 。 の の の では が 認され、

の の 、 され 現 の

れが 認され 、 の が地す の

が 、 は の が さ

れ 。 の のままで す 、 の 地す が

さ 定 、地す が 、 の す

が 。

の 、 現地 、 ーリン い の

ニ ム 、 れ の 。

の 、地す の 定 す がで 、 の

がで で 。

（２）地 ・地質 要 

地 は の ・ が 認され 。 まで され

ーリン の で まで の

アが 認されてい 。 では 地 が認 れ、

れ の は 地 が され の が で され

が 、 定で が い。

ま 、 で 認され の は、の れ

で 、 地す が すい地質 す が 認さ

れ 。 れ の地質 が地す の で、 が 、 在

地す 地 が て のの の が れ 。
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の 、地す 地 、 ーリン

、 て 、 て地す

の 。 の の

れ が、 で地 の が認 れ のの、地 、

は認 れ 、地す の 定は で 。

 

 

 

 地質 ア  

の 、 て、 ン アン ー 、地

の い、 で が 。 、 の

、 地 の 、

地 の は認 れ 、 の は で 。

 

 

 

 

  

(水
25 2 20
水

( )

( 年 )
( 計設 )

土工

計

計
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地

計
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7

計 1 計 2 計 3
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２． リ  

の の 、 が 認されてい いの

いて、 が す は では 。

、 で が 認されてい

の で の ーリン が され の が

認されてい 、 の で地す が 定で は い。

さ 、地 の す され

ま は の す で、地す の で

が い。ま 、 で 地 が で 、 地

す の が で が い。

．  

の の地質 で、 の ー が で 。

の す

地す の

地

現地 地

現地 の 、 の 地す 、 の

0
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2

内
水

25 1 7 5 高水

大 間
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0

期
(

)

( )

( )

の 、地す 地 、 ーリン

、 て 、 て地す

の 。 の の

れ が、 で地 の が認 れ のの、地 、

は認 れ 、地す の 定は で 。

 

 

 

 地質 ア  

の 、 て、 ン アン ー 、地

の い、 で が 。 、 の

、 地 の 、

地 の は認 れ 、 の は で 。
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水

( )
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計

計
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計
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定
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計 1 計 2 計 3
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の地 の

の ー 、 は 地す で が 認で 、

され 現 の の では が され 。

 

 

  

． ジ ン  

ジ ン は、 の 地す が 認され、 の

が れ の で の

で す 。 の ン アン ー 地す

が れ は、 ての ま は のい れ が

定され 、の ・ の が 。ま 、

は、 ン アン ー が が 。い れ

の 、 の で が て

、 地質リスク ジ ン が で い

。

 定 ス  

 

 

 

 

 

用 千

ンドアン ー工 42 000

19 000

地下水 工 5 500

土工 35 000

調査 ーリン ・地 10 000

工設計 10 000

小計 121 500

ンドアン ー工 工 82 000

地下水 工 5 500

工設計 5 000

小計 92 500

ジ ント効 小計 小計 29 000

平成25年 加調
査・ 用

平成16年 地
工 ・ 用
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土工・  

加 用 

 

加調査 10 000千  

正設計 10 000千  

工 101 500千  

加工事  

計 121 500千  

長工期  

間  道 行  

者 道 者 

リスク  応 期 平成16年 発生 応  

応 者 応者 

応 内  

・ 中 真 地 査 地

地  

・ ーリン コア 結

地  

 
地 地 質 地 山

結  

応 用 

 

 

調査  

工 工設計 5 000千  

計 5 000千  

定工事 

工事  

地 地 査 ーリン 調 査

結 地 定

ーリン 工 地 下 水 工

工 ンドアン ー工

工 工  

工事  87 500千  

工期  

リスク ジ ント

効  

用  29 000千  

工期  

  

の地 の

の ー 、 は 地す で が 認で 、

され 現 の の では が され 。

 

 

  

． ジ ン  

ジ ン は、 の 地す が 認され、 の

が れ の で の

で す 。 の ン アン ー 地す

が れ は、 ての ま は のい れ が

定され 、の ・ の が 。ま 、

は、 ン アン ー が が 。い れ

の 、 の で が て

、 地質リスク ジ ン が で い

。

 定 ス  

 

 

 

 

 

用 千

ンドアン ー工 42 000

19 000

地下水 工 5 500

土工 35 000

調査 ーリン ・地 10 000

工設計 10 000

小計 121 500

ンドアン ー工 工 82 000

地下水 工 5 500

工設計 5 000

小計 92 500

ジ ント効 小計 小計 29 000

平成25年 加調
査・ 用

平成16年 地
工 ・ 用
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論文  に 地  

地 ン ン   
  
  
  

 
． 要 

地は す 120 の の地す が 、 の

す 。 地す で す が されてい （

は ン ）。 
では ン す の が 定されてい が、

ーリン アの 現地 、 の す

が、 す が す が れ 。ま 、 の

れ のす の で 。 
で、 れ 地す の 、

の 、 地す の が

、 者 ては 地質リスクが 在す され 。 の 、

されてい て、 れ 地す の 定 、リスクの ・

す が 。 
は、 の地す いて、 では す

、 す の 、 す 地す の 定 、現地

ーリン 、 で で 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  1 での地す   
２． リ  
（ ） 地  

ーリン アの 現地 ま て、 地す の 。 
地す （ す ） す 地す 地 の は 120

、 220 、 3 す 。 では が 、 が

認 れ 。 、 の は認 れて 、 で は

認 てい い。 ーリン アは て す 。 
地す （ す ） 地質は の で 。 は れ

、地す の す 。 ーリン アは が

 
（ は ン ）

A  

定す  

 

50

地す ク 

 

地質  

地す が

す  

地質  

 
 

A 

－ 66 －



アが で 、 質 てい が 。

で は 認 てい い。 が す 。 
地 の 地 は 、 地す 地 は 地す

す 。 
（２） に リ  

地は、地す の 地す 地す の 2 の地す

が 定 。 地質リスク（地す の の ）

の は の 2 ーン て 。 
地す は 地す て で てい が、

認 れ 地まで でい 定で い 、 の

す が 地す の地質リスク 。

地す ク は地 が い 、 では が

が され 、 ーリン

て、 地す クの す が で

。 
地す は が す 。 地す の

は で が、 す が い は、す が

てい 現 では 定で され 。ま 、

で 、 す が てい れ 、 の

す 、 の は い れ 。 れ の のす

の の 認が 地す の地質リスク で

。 の 、 ーリン のす 定 、

ーリン で 認す が で 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2 現地 地す の  
．  

（ ） リン （ ） 
地す （Ls1） 8 15 で す 。 ーリン ア

 

地す

地質  

地質

 

地す

 

 
+  

地す の のす 認 

のす の 認 

地す のす は現 の 、 は

地す  
地す

（ ）

 
 

 

A 

A’ 

A A 

100

100  

論文  に 地  

地 ン ン   
  
  
  

 
． 要 

地は す 120 の の地す が 、 の

す 。 地す で す が されてい （

は ン ）。 
では ン す の が 定されてい が、

ーリン アの 現地 、 の す

が、 す が す が れ 。ま 、 の

れ のす の で 。 
で、 れ 地す の 、

の 、 地す の が

、 者 ては 地質リスクが 在す され 。 の 、

されてい て、 れ 地す の 定 、リスクの ・

す が 。 
は、 の地す いて、 では す

、 す の 、 す 地す の 定 、現地

ーリン 、 で で 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  1 での地す   
２． リ  
（ ） 地  

ーリン アの 現地 ま て、 地す の 。 
地す （ す ） す 地す 地 の は 120

、 220 、 3 す 。 では が 、 が

認 れ 。 、 の は認 れて 、 で は

認 てい い。 ーリン アは て す 。 
地す （ す ） 地質は の で 。 は れ

、地す の す 。 ーリン アは が

 
（ は ン ）

A  

定す  

 

50

地す ク 

 

地質  

地す が

す  

地質  

 
 

A 
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は で の 地す 。 
地す （Ls2） す は、 （ ）の の

が れ 。地す は、 の

質 ーン 、 は開 が す 。 地す の

Ls2-1 、 Ls2-2 て 。Ls2-1 Ls2-2 の

は が認 れ 。地 は Ls2-1 Ls2-2 の

す 。 
地す （Ls2） は Ls2 （Ls2-2 ） す 。ま 、

現 11 い す が 、 地す が

が 定され 。 
（ ） （ ） 

地す （Ls1） は す 。 は ーリン

Ls1 の地質 。 
す ーンは、 地す のす

地まで す 。 の の は 地す （Ls1） の 。 
地す （Ls2-1） で ーン 認 。

で てい 定され、 質 てい 。 
（ ）地 ク （ ） 

地す （Ls1） は、 の す

地す ク 。 の Ls1-1、Ls1-2、Ls1-3、Ls1-4（
） ク 、 クの 定 が で 。 
地す （Ls2） は、 定 てい 。

、 の す Ls2-1 は Ls2-2 の で てい

、Ls2-1 地す て 、 定 い、 の

の 認 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
z 
 
 
 
 

 3 地す

Ls1-1 

Ls1-2 Ls2-1

Ls2-2

の ーンが Ls1 のす

地 て てい 。 

 
  

地質  

Ls2-2 は  

地す （Ls1）  
（Ls2-1） 

地す （Ls2-2） 
地質  

質

A A 

が  

Ls2-1 Ls2-2 の  
地 が （ ）

Ls1-3

Ls1-4 

50  

50
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 4 地す の ア （ ）

（ ） に 定  

地す （Ls1） す 定 、 の R の

Ls1-3 ク Ls1-4（ ） クの 。 の

は Ls1-3 クが 0.743、Ls1-4（ ） クで 0.900 で 、 は

す が い（ ）。 1.20 の はLs1-4
（ ）が で 2060（kN/m）で 。 れ の ま 、 の

はアン ー の地す が で 。 
地す （Ls2） の いて Ls2-1 地す て

。 の Ls2-1 クの は 1.0 で （ ）。 の

ま 、 地す は の て 定で 。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 

2 

Ls2-2

Ls2-2

NMs

5

3 

4 

Ls2-1

3 4 

NMs

Ls2-2 

1

要

（

（ ）

地
（

地
（

新 地

Ls1-1 

Ls1-2

Ls2-1

Ls1-3

Ls1-4

Ls2-1

Ls2-2 

Ls1 現 1.05 、 C 。 
Ls2 現 1.10 、 C 。

 

 5 地す  

5

Ls2-2

Ls2-1

A A’ 

  

50

Ls1

てい  

2 

ア

6

6 T

Ls2-2

Ls2-2 

は で の 地す 。 
地す （Ls2） す は、 （ ）の の

が れ 。地す は、 の

質 ーン 、 は開 が す 。 地す の

Ls2-1 、 Ls2-2 て 。Ls2-1 Ls2-2 の

は が認 れ 。地 は Ls2-1 Ls2-2 の

す 。 
地す （Ls2） は Ls2 （Ls2-2 ） す 。ま 、

現 11 い す が 、 地す が

が 定され 。 
（ ） （ ） 

地す （Ls1） は す 。 は ーリン

Ls1 の地質 。 
す ーンは、 地す のす

地まで す 。 の の は 地す （Ls1） の 。 
地す （Ls2-1） で ーン 認 。

で てい 定され、 質 てい 。 
（ ）地 ク （ ） 

地す （Ls1） は、 の す

地す ク 。 の Ls1-1、Ls1-2、Ls1-3、Ls1-4（
） ク 、 クの 定 が で 。 
地す （Ls2） は、 定 てい 。

、 の す Ls2-1 は Ls2-2 の で てい

、Ls2-1 地す て 、 定 い、 の

の 認 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
z 
 
 
 
 

 3 地す

Ls1-1 

Ls1-2 Ls2-1

Ls2-2

の ーンが Ls1 のす

地 て てい 。 

 
  

地質  

Ls2-2 は  

地す （Ls1）  
（Ls2-1） 

地す （Ls2-2） 
地質  

質

A A 

が  

Ls2-1 Ls2-2 の  
地 が （ ）

Ls1-3

Ls1-4 

50  

50 － 69 －
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． ジ ン  
（ ） 新 地 （ ） 出 

では 在す 地す （ す ）（Ls1） の がで てい

い。 の い は、 で す 。

は R で 地す （ す ）（Ls1） の が

の 定で 。 の 、 の 地す

の が 、 の地す の が

が 定され 。 で の地質リスク す がで 。 
いて、 1.05 す 、 200（ ） 120

24000 。 す で の は 650
が まれ 。 

（ ） 新 地 （ ）  

2 は 地す の 、 の

す がで 、 の がで 。 1.20
の は Ls1-4（ ） クで 2060（kN/m）、Ls1-3 クで 1837

（kN/m）で 。 い は の 213 （kN/m） す

、 で い 。 
（ ） 地 （ ） 定  

地す （Ls2） はす が てい 、現 では 定

で 。ま 、 地す の が す 、

定 てい 。 
地す の Ls2-1 、 Ls2-2

て 。Ls2-1 は Ls2-2 の で てい 。 の Ls2-1 地す

、 の 定 い の 。 の Ls2-1 の

は 1.0 て 、Ls2-2 、 地す （Ls2） が の

て 定で 。 
れ の ま 、 地す （Ls2） は の い の

で 、 地す す は す がで 。 

－ 70 －



D 地質リスク ジ ン のま  
  ー  

 者  
名  
  

  
  

  
リスク  され リスク 現  5  

され  地す の  
 （ ） 

の  （ までの ） 
リスク の    

者 者 
の  地す  

 地す 地す

の （地質 ） 
リスク の    現地 、 ーリン （3

L=106 ）、 （490 ） 
 地す  

 アン ー  
リスク ジ ン

の  
 650 （ 、 ） 
  

の  の の  
の  

の 定 
す 地す

の 定 認（ ） 
 

． ジ ン  
（ ） 新 地 （ ） 出 

では 在す 地す （ す ）（Ls1） の がで てい

い。 の い は、 で す 。

は R で 地す （ す ）（Ls1） の が

の 定で 。 の 、 の 地す

の が 、 の地す の が

が 定され 。 で の地質リスク す がで 。 
いて、 1.05 す 、 200（ ） 120

24000 。 す で の は 650
が まれ 。 

（ ） 新 地 （ ）  

2 は 地す の 、 の

す がで 、 の がで 。 1.20
の は Ls1-4（ ） クで 2060（kN/m）、Ls1-3 クで 1837

（kN/m）で 。 い は の 213 （kN/m） す

、 で い 。 
（ ） 地 （ ） 定  

地す （Ls2） はす が てい 、現 では 定

で 。ま 、 地す の が す 、

定 てい 。 
地す の Ls2-1 、 Ls2-2

て 。Ls2-1 は Ls2-2 の で てい 。 の Ls2-1 地す

、 の 定 い の 。 の Ls2-1 の

は 1.0 て 、Ls2-2 、 地す （Ls2） が の

て 定で 。 
れ の ま 、 地す （Ls2） は の い の

で 、 地す す は す がで 。 
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論文  

新 ス に いて 地 い 地質リスク  

地質

地

 事  

事 設 スの 土区 に のり面工の 設 で 地す りに し

験 地質 者が 設工事 ・ 地質調査 の 査 現地 査を う とによ

地 の地質リスクを検 し 設 条件を し 在地す の い 地質

リスク で 。

 事 リ  

2 1 地質リスク 定 リスク  

事 対 とし う ス の で で 土掘削 工 に地す り

の による法面 が発 し 1 数の で地す り対策工の追加 工 設 の

しが た 設 対 である 32 37に の 土区 に 1に すよ

うに が 地 現地 査によ の地す りが する と

が と た

地に 三 の ・ ・ が し が する とが

と た は 質 が の

て 質で リス が認 れ 。 面の －

で に く する である したが て の

の は の 地 の が の れ の の は

の 地 の が の の は地す が

すい地質 で が 認され 。

ま 地質 で は 地 の開 ン ー

の の です が され 地す りが すると推 した

1 土 工中 発生 地  応 さ 土工 工 
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2 31 35 間 地  

2 2 地質リスク リ  

1 定 

地の地 ・地質条件 地す りの 3に すよう の下 面

と の下 の地 の をす り面とする の 面す り を 定した 地す り

での のす り面 基盤 に する 度の が掘

削に伴う地 応力 放によ み の 面が する とによ が 地

すると た 2に す 31 3 の区 に る地す りに

4に すよう が り た が る た に

度の した が 数 する 盤が し る

追加 した リ 調査の のり面に 4 の が する とが と

た

掘削 の 面 定解析 た4 の に対し 7に す

②の地す りが 法 発 すると 定し 解析する ととした 8

 

 に て ジ  

 

30 
35 

29 31 32 33 34 
36 37 38 

  

  

 

 

 

 

 

50  

 起  

  

論文  

新 ス に いて 地 い 地質リスク  

地質

地

 事  

事 設 スの 土区 に のり面工の 設 で 地す りに し

験 地質 者が 設工事 ・ 地質調査 の 査 現地 査を う とによ

地 の地質リスクを検 し 設 条件を し 在地す の い 地質

リスク で 。

 事 リ  

2 1 地質リスク 定 リスク  

事 対 とし う ス の で で 土掘削 工 に地す り

の による法面 が発 し 1 数の で地す り対策工の追加 工 設 の

しが た 設 対 である 32 37に の 土区 に 1に すよ

うに が 地 現地 査によ の地す りが する と

が と た

地に 三 の ・ ・ が し が する とが

と た は 質 が の

て 質で リス が認 れ 。 面の －

で に く する である したが て の

の は の 地 の が の れ の の は

の 地 の が の の は地す が

すい地質 で が 認され 。

ま 地質 で は 地 の開 ン ー

の の です が され 地す りが すると推 した

1 土 工中 発生 地  応 さ 土工 工 
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 地          に 度  

 

 
6 加 ーリン 調査 ーリン コア 4  
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7 式  

8 地 発生 定さ  

2 定 設定 

現 で で 地す り 崩壊 の 面で 現 の を 度よく推定する

と である 地す り 定対策が と 法を用 現 を

1 00 1 0 とし 力を し 対策工の設 を う とがで る し し 土が

現 が 1 00を く る 面に 土掘削 の 定す り面の

現 を 1 00 1 0 とし 法によりす り面定数を たとする

り 設 をする とに る

で の試 を用 し 面 試験を し 軟 強度を 解析

による 定解析を た

小  

 地          に 度  

 

 
6 加 ーリン 調査 ーリン コア 4  
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 ータ  

の と と るす り面 8に すす り面であり 土掘削 の

1 143 1 20に対する 力 1 1 2 と た

1 定 定 結  

 ジ ント効  

事 に る地質リスク リ 調査 の によるす り面 の

と②す り面定数の 定 である

に 追加の リ 調査を う とによ す り面と りうる の

を する とがで た 地す り解析 を し 定解析を た とで 準

土 で 対策とした 地す りが発 する を する とがで た

②に し 面 試験によ す り面定数を 試験で 解析を

う とによ 度に と る設 による ス を る とがで た
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ータ 式  

事 を 地質リスクを した事 とし 下の に り と た

地質リスク 事  

大  小  ータ 

工事 

 

 

 

発 者 土 事務所 

工事名 イ ス新設工事 

工  工 

工事  アン ー工 

 工事  250 000千  

工期 12月 

リスク 事  さ リスク発 期 土 工事中 工 工  

さ ト ル 地 発生 

大設計 

事   

工事  加 工事 コスト 大 工期

長 

リスク 際 期 設計  

者 地 関 豊 地質技術者 

内  地  

 ーリン ータ 一

 

リスク 応 際 

 

 

 

 

内  加調査 ーリン 調査 一  

正設計 5 000千  

工  

用 

 

加調査 5 000千  

正設計  

工  

 計 10 000千  

工事 内  

 

工事 内  アン ー 小  

  工事  206 000千  

工期 9月 

間   

者  

リスク ジ ント  

効  

用  34 000千  

工期 3月 

  

 

 ータ  

の と と るす り面 8に すす り面であり 土掘削 の

1 143 1 20に対する 力 1 1 2 と た

1 定 定 結  

 ジ ント効  

事 に る地質リスク リ 調査 の によるす り面 の

と②す り面定数の 定 である

に 追加の リ 調査を う とによ す り面と りうる の

を する とがで た 地す り解析 を し 定解析を た とで 準

土 で 対策とした 地す りが発 する を する とがで た

②に し 面 試験によ す り面定数を 試験で 解析を

う とによ 度に と る設 による ス を る とがで た
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論文   に 地 に ジ ン  

 
・ ・ ・ ・ （ 地質 会 ） 

（ 会 ） 
 

 要 

は、 の の の で 現 の て、

在 てい 地す 地質リスク 、 現す が 地

す す 、 の 地す の の 、

地す す 地質リスク ので 。

の の 、 地の は 、 、 、 クス ー 、

、 では、 地す 地 の す されてい

が、 の の では の地す の は い されてい 。

は が開 され、 は が、

ン ー の の が す 。

の では さ す 、 の 、

が の 地す の 在が 認され 。 在 地す

の の 、地す が され が、 が （ ） さ

れ、 が い され 、地す の

。リスク の は、地す で

、地す の 定 の さ 。 の 、

の の 、地す さ 、地質リスク

。
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内 計 式水 計 設 

調査 ーリン  

 地 地 ク  
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28 01 10 

28 01 09 

28 01 03 

28 01 04 

28 01 05 

28 01 07 
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 リ  

  

、 ン ー の の の

が 。 は が、 はさ で

、 の の までは、 地が 地す 地 の

て されてい が 、 の 、

いて ーリン す 。

 地質リスク要  

現地 ーリン の 、 地は れ す の

、 は ア ク ス ・ 、

は の ・ が 認され （ ）。

ま 、 の の は、 の の

が 認され （ ）。さ 、 が す 地す 地 の で

ーリン では、 （ ）の ア ク ス の

がの 、 の の が 在す が 認

され （ ）。 て、 の は、

す いて、 が 認され 、

で されてい 地す 地 は、 の地す で 。

ま 、 の の 、地す の の 定 。

・ れ の

  

  

  

1 
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 主要 地 ク 主 （ ） 
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す す 、 の 地す の の 、

地す す 地質リスク ので 。

の の 、 地の は 、 、 、 クス ー 、

、 では、 地す 地 の す されてい

が、 の の では の地す の は い されてい 。

は が開 され、 は が、

ン ー の の が す 。

の では さ す 、 の 、

が の 地す の 在が 認され 。 在 地す

の の 、地す が され が、 が （ ） さ

れ、 が い され 、地す の

。リスク の は、地す で

、地す の 定 の さ 。 の 、

の の 、地す さ 、地質リスク

。
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内 計 式水 計 設 
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 地 地 ク  

28 01 02 
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－ 78 － － 79 －



 

 

・ 地

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地質リスク 

地す の の 、 が は で 、

の では で 、 では の が され 。 の

 ア （ ク： ） 

 ア （ ク： ） 
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、 は の では 、 、 クス ー 、 の で

は、ク ク の が ・ 、 が が 定され 。ま 、

、地す の さ す 、 で

いて 、地す が 定 て、の が す の が す が

定され 。

 地質リスク 応 

 

は で 、地す の は、 の までの で

。

リスク 応

す 、地す の 定 は、

され、地 、 が

が まれ 、地す の リスク が

れ 。 、 の での ー の は、 す の ン の

が が てい 、地す す す は、

れ の ン が 、 が

い 。 の 、 の す ン の ン

ー ン て、 地の い す 、

の 、 、 の

の さ す （ ）。

定 リスク 応 

、 は す が

、 は れ 、 は 。

、 は て い 、 が の ク（ ）

 に 地  

 

 

・ 地

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地質リスク 

地す の の 、 が は で 、

の では で 、 では の が され 。 の

 ア （ ク： ） 

 ア （ ク： ） 
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いては、 の まで 、地 の 定

で の 。 の 、 す クの

が 認され 。 の 、 は 、 は

。 の 、 ・ ・ ・ の

で 。

  

地質リスクの

地質リスクの は、 の地質 、 、 の ・ の 、

地す 地 、現地 、 ーリン 、

（ 、 ） 。

 定 

・ は、 。ま 、 いては、 の の

定 、リスク の の の は 定で

、 定され 。

 

 ジ ン  

地質リスク の ジ ン す。 ジ ン の

定は、 リスク の （ 地す ）、

リスク の （ て地す ）、 リスク

（地す す 開 ）の 3 の ースの

の 定 。 
 

 ジ ン  

    

リスク 応  

（ 更 ） 

・ ・ （地 ）・

（ 地 ） 
  

    

リスク 応  

（ 更 ） 

・ ・ （地

更）・ （ 地

） 

  

    

リスク

 

   

・ ・ （地

）・ （ 地

） 

  

    

ジ ン  

（ ） （ 応）   

（ ） （ 応）   

（ 応） （ 応）   
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 提  

は、 で 現 地質リスク の で 、

は 、 現 地質リスク す リスク す

てリスク ジ ン の て 、 。

 
 ジ ン  

 小   

 

  

 ン  

 ン  

要  

  

 度 

発
現
し
た
リ
ス
ク 

リスク 
 

リスク   

 ・小

 地  

 地  

リスク 応
 

 リン  

  

  

  

   

  

  

  

   

  

  

  

最
小
限
に
回
避
し
た
リ
ス
ク 

リスク 
 

リスク   

  

 ク ク

  

リスク  
 

  

  

 更 地

に 要  地 地  

リスク 応 
 

  地 リン  

  

 リン  

   

  

  

   

 
 

 に   

  

・   

  

 （ ・ ・ ）

   

 定 （地 ）

  

リスク ジ ン  
 

（ ） （ ）  

  

  

 

 

いては、 の まで 、地 の 定

で の 。 の 、 す クの

が 認され 。 の 、 は 、 は

。 の 、 ・ ・ ・ の

で 。

  

地質リスクの

地質リスクの は、 の地質 、 、 の ・ の 、

地す 地 、現地 、 ーリン 、

（ 、 ） 。

 定 

・ は、 。ま 、 いては、 の の

定 、リスク の の の は 定で

、 定され 。

 

 ジ ン  

地質リスク の ジ ン す。 ジ ン の

定は、 リスク の （ 地す ）、

リスク の （ て地す ）、 リスク

（地す す 開 ）の 3 の ースの

の 定 。 
 

 ジ ン  

    

リスク 応  

（ 更 ） 

・ ・ （地 ）・

（ 地 ） 
  

    

リスク 応  

（ 更 ） 

・ ・ （地

更）・ （ 地

） 

  

    

リスク

 

   

・ ・ （地

）・ （ 地

） 

  

    

ジ ン  

（ ） （ 応）   

（ ） （ 応）   

（ 応） （ 応）   
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論文  に に ジ ン  

会     

. 要 
は、 の いて 地質リスクで

す で 。 者は地質 者 て 。

て、 、 地

のの いて が 、 。

、 の が 、 が てい （ ）。

 

が いて、 の現 は 、

が て 、 現地 （地 ・地質 ）の が で 。

の 、現地の が されて、 の現地 が 、

・ が 。

いて、地質 て ・

地質リスク す。
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. リ  
の リ す。

のリスク ジ ン の ン は、 す 、 地の現 （

） が ス の で が れ で 。

す は、現地の地 ・地質 の 認が で

。 の は、 の現地 で ・ て 、 は

が され、 いて リスクが い が 定され 。

の の て、 者 て の ス ー 、

現地の 、 が 現地 す 、

の す 。

地の て、

す。

 リ

論文  に に ジ ン  

会     

. 要 
は、 の いて 地質リスクで

す で 。 者は地質 者 て 。

て、 、 地

のの いて が 、 。

、 の が 、 が てい （ ）。

 

が いて、 の現 は 、

が て 、 現地 （地 ・地質 ）の が で 。

の 、現地の が されて、 の現地 が 、

・ が 。

いて、地質 て ・

地質リスク す。
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.  
の リ の ー いて、 ・

す。

 地  
  

で ・ ・ が で 、現地 （

・地 ・ ）の は れ 。

 （  地質 ） 
現地 、 の 、 が され で 、現

地 （ の ・ の 、 地 質 ）の が

れ 。

 地  
  

の現地 の 、 の いて 地 （

、地 、 ）が れ 現地 で 、 地 （ ）

て、 て現 での の 。

 （ ） 
の現地 の 、 （地 ・ ）

現地が され、 の ・ の 、 地 が

。

 地質  
  

の現地 の 、 の現地 が れ い で 、現 で

の （現 ンクリー 、 ） 定 ーリン （

地の 、の 、の ） 。

 （ ） 
ス ー ン ン ン 、 ーン （ ）

。

、 の地 、 地 の て、の

の 。

（ リスク）

ーリン では が 、 の いて

て で 定 が で 。

の 現 の 、現 の が 、 の

は、 地 の 地 が れ、 の て

。

・ 地 （ 地 、 地 ）

・ 地 （ 地 ）

（ の ）

て、地 定 （ 、 、 、
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） 。

  
  

の現地 の 、 の現地 が れ い で 、

で が 、 では い 地 は 認で 。

て、現 での は現 ンクリー （ 地

、 で 定 の 定 定 。

  
の現地 の 、現地 、 地質 、 て

（ 地 ） 現 ンクリー て、 の

、 ス 。

（ 定）

定 いて、 、 、 は （ ・ 定 ）

が で が、 ては が 、 の

が の のの 、 定 す

い。 の 、 いては、 （ の ） 。

・ 現 ンクリー （の ）

・ （の ）

・ 現 ンクリー 地 （ ）

（ 、 ）

、 （ ） す。

 地質            

.  
の リ の ー いて、 ・

す。

 地  
  

で ・ ・ が で 、現地 （

・地 ・ ）の は れ 。

 （  地質 ） 
現地 、 の 、 が され で 、現

地 （ の ・ の 、 地 質 ）の が

れ 。

 地  
  

の現地 の 、 の いて 地 （

、地 、 ）が れ 現地 で 、 地 （ ）

て、 て現 での の 。

 （ ） 
の現地 の 、 （地 ・ ）

現地が され、 の ・ の 、 地 が

。

 地質  
  

の現地 の 、 の現地 が れ い で 、現 で

の （現 ンクリー 、 ） 定 ーリン （

地の 、の 、の ） 。

 （ ） 
ス ー ン ン ン 、 ーン （ ）

。

、 の地 、 地 の て、の

の 。

（ リスク）

ーリン では が 、 の いて

て で 定 が で 。

の 現 の 、現 の が 、 の

は、 地 の 地 が れ、 の て

。

・ 地 （ 地 、 地 ）

・ 地 （ 地 ）

（ の ）

て、地 定 （ 、 、 、
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. ジ ン  
のリスク ジ ン の 。 の ジ ン

ス で の ジ ン が れ、 の の で

。

 リスク 
 地  
・ （ ・地 ・ ）の は れ い

（ の ・ の 、 地 質 ）の

が れ

の 、現 の が が 、 現地

が 、 、 ス は が、 す では

て で 。

 地  
・ （ 地 、 、 地 は れ い）

（ 、 、 の が れ ）

、 ス は が、 す では て で 。

 地質  
・ （ ーリン 、 地 、 が れ が、 ス

で が ）

（ 、 が され、 地

、 が れ 。）

の 、現 の が 、 が て 、

ス 。

  
の 、 が れて、 が て 、

の の で 。

ス では、 の は 。

  
・ （現 ンクリー アン ー 、地 の 、 ）

（ （ 地 ）、 ）

が れて、 が て 、 の

の で 。

ス で 、 て、 は が

。
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 ジ ン 出

5. 提 （C ） 
は 現 地質リスク 定 、

の て、 の ー ま 。

 地質リスク 小 に

. ジ ン  
のリスク ジ ン の 。 の ジ ン

ス で の ジ ン が れ、 の の で

。

 リスク 
 地  
・ （ ・地 ・ ）の は れ い

（ の ・ の 、 地 質 ）の

が れ

の 、現 の が が 、 現地

が 、 、 ス は が、 す では

て で 。

 地  
・ （ 地 、 、 地 は れ い）

（ 、 、 の が れ ）

、 ス は が、 す では て で 。

 地質  
・ （ ーリン 、 地 、 が れ が、 ス

で が ）

（ 、 が され、 地

、 が れ 。）

の 、現 の が 、 が て 、

ス 。

  
の 、 が れて、 が て 、

の の で 。

ス では、 の は 。

  
・ （現 ンクリー アン ー 、地 の 、 ）

（ （ 地 ）、 ）

が れて、 が て 、 の

の で 。

ス で 、 て、 は が

。
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論文  に リスク  

会  
 

 
事  

事  

は 地 で され

でのリスク で

地 は

の が す れが

では で の

・ す

で の の  
川改 計  

は が て

地 す

が てい で

地 す

ー で の が されてい

（ -1） は 2.3km
は さ 4 5m

1 2m 40m てい  
地盤 成 

地は す 地

て は 20m
で の

は N 0~1 の 質 が

てい （ -2)  
リスク 定 

の は の の で

て

の 100m で の

が

の が さい

が （ -3） の の は

の ・

が の の

の が す で

す が (リスク) の

定 での ・ が れ  

地 （ ）

-1  

新 道

2 3

道

さ 
4 5  

地 

土高さ 
1 2

-2 地  

0m

10m

20m

計 高

(
)

( )

 

設計 小さ  

設計

事 調査結

-3  

－ 90 －



事 リ  

の は の す す で の （ ）

の 定 （ ） の定 ・ （ ） の までの ー

（ -4）  

-4 の の 定 の ー 
 
 

ータ  

の ー い ー  
 

定 

ては 地 学

の 2 が れ 地 いて

地は 地 す い 地の

で の地

い す は （ -5） 学

の , の で

の 質 地 す

は の の は い

の て地

の が

 

定

地 工

・ 所 地

( 道 )
・ 土( 土 )
・応 下

工設計 用

地

・

・地盤 モ ル , 定計

・

定 ・

立

定 保

新 道 

地 広 地  

-5 の (S25 )
地 (http://mapps.gsi.go.jp)

論文  に リスク  

会  
 

 
事  

事  

は 地 で され

でのリスク で

地 は

の が す れが

では で の

・ す

で の の  
川改 計  

は が て

地 す

が てい で

地 す

ー で の が されてい

（ -1） は 2.3km
は さ 4 5m

1 2m 40m てい  
地盤 成 

地は す 地

て は 20m
で の

は N 0~1 の 質 が

てい （ -2)  
リスク 定 

の は の の で

て

の 100m で の

が

の が さい

が （ -3） の の は

の ・

が の の

の が す で

す が (リスク) の

定 での ・ が れ  

地 （ ）

-1  

新 道

2 3

道

さ 
4 5  

地 

土高さ 
1 2

-2 地  

0m

10m

20m

計 高

(
)

( )

 

設計 小さ  

設計

事 調査結

-3  
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定 ・  

地 す の で地

は が す の現

で 現 は (CRU
)  

(CRU )の は

の で され （ -6） は

地 の地 の さが

い て

す

（ の ） で

定で  
れ いて の 現 の

現 定 （ -7） 現

は の

1.26 は

す で 1.05 ま

で が で

の ー では い 1.00 は

のの が され

定 す がで れ  
 

工設計 用 

の いては

定 て

の の 定 の

は が で

（ -8） の

の 定

てい 。 
 

-8 定  

平

-6 (CRU )
R

○代表値(Ac1-1,Acp1)

OCR 1.00 1.33 2.00 5.00 10.00 20.00

Cu減少比 1.00 0.93 0.83 0.60 0.43 0.28

-7 定

Fs=1.26 1.20
下 設計

Fs=1.05 1.20

下

下

－ 92 －



ジ ント効  

の は -1 の で は 100m で い の

, の は リスクが 現 （の が ） 定 の

の の リスクが 現 て 100m
110 の （21%） 6,200 （44%）の が で  

-1 ジ ン の （ は ） 

 
リスク （ ） リスクが 現 （ ） 

 ( ) ( )  ( ) ( ) 
,  

（CRU ） 300 10 ーリン , 質 , 
・  3,000 90

 地  
（ ） 4,500 20 ,  

地 （ ） 8,000 50

  4,800 30  11,000 140
ジ ン の （ ） 6,200 （44% ） 

 110 （21% ）  
 

ータ 式  

は A て す  
-2 ー （A ） 

 
 
 、 地

河道掘削工事

－

－

・別工区の河道掘削時
・地質調査、軟弱地盤解析時
河道掘削に伴う掘削のり面の崩壊

掘削のり面崩壊

（リスク発現時）追加調査,検討,復旧工事
〔推定〕費用：11,000千円、工期：120日
地質調査、軟弱地盤解析時

地質調査業者、発注者

河道掘削による応力解放で地盤強度が低下する

応力解放に伴う強度減少比

三軸圧縮試験（CRU条件）

－

木杭工法

300千円（三軸CRU試験）

－

4,500千円（木杭工法,100mあたり）

4,800千円

軟弱地盤対策工（木杭工法）

4,500千円（100mあたり,土工を除く）

20日（杭の打設のみ,土工を除く）

－

－

〔推定〕3,700千円　（発現時復旧費用－②）

〔推定〕120日　（発現時復旧日数）

発現時の復旧費用、日数を基準とした

（ ）

の

（ ）

され

され リスク 現

者

の

の

者

リスク ジ ン
の

名

者

の

リスク の

リスク の

リスク

の

定 ・  

地 す の で地

は が す の現

で 現 は (CRU
)  

(CRU )の は

の で され （ -6） は

地 の地 の さが

い て

す

（ の ） で

定で  
れ いて の 現 の

現 定 （ -7） 現

は の

1.26 は

す で 1.05 ま

で が で

の ー では い 1.00 は

のの が され

定 す がで れ  
 

工設計 用 

の いては

定 て

の の 定 の

は が で

（ -8） の

の 定

てい 。 
 

-8 定  

平

-6 (CRU )
R

○代表値(Ac1-1,Acp1)

OCR 1.00 1.33 2.00 5.00 10.00 20.00

Cu減少比 1.00 0.93 0.83 0.60 0.43 0.28

-7 定

Fs=1.26 1.20
下 設計

Fs=1.05 1.20

下

下
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文 16  地 地質 査 土 リスク 事  

 

地質 会

会

事  
は、 の いて、 す の で 現 地質リスク

、 の の地質リスク で 。

の は、 の が す が、 の ス ー ン の

て地す が 、の 1 3.5での 地す 。 
ではの 1:1.0 1 1.2 の が されて 、 は

の が 定され、 てい 。 
地 地質 の 、 は、 質

が 、 地質 で が

、 の で 地す のリスクは、 さい 。ま 、

地の 定 ては、 質 ス ー ン が認 れ 、ス

ー ン の 、 い 1 1.4 1 1.6 。 は、

地の 、1:1.2 での 。 の 、 の地質リスクの

て、 のの 、 地 は す

。

 
 土計 地質  
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事 リ  
間 地質リスク発 事  

では、 ン が されてい が、 が

、 （ 1 1.5） の が され、 が され 。 、

の が 、 が され、 はの

1 3.5 の 、 、 ーリン が され 。

は、ス ン の 地 が 、 は、 れ の地

が地 リ ン の 、地す で

れ 。ま 、 地 す の 、 い のス ー ン が

れ 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 真 1 ス ン 工 録              真 ス ーキン  

 
土計 定さ リスク 

の は、 が 200 れて 、 の地 ・

地質 が 定され 。 の 、 （1 1.0 1 1.2）の 定

す が 。 、 いては、 1 3.5
の い 定 す の す が で 。 

ては、 が す の で 、地質 が

は、 ーリン い 認 てい が 。 、 の は

で 、 、 認で 、地 地質 地質

ー す 。 
て、 の地質 が 認され は、 の

地す て てい が 。 、地質 が

が 認で は、地質 て

てい が 。 
、 いては、 、 の 、 の 認、 地

地質 て現地の地質 認 、 の の す 地質

定 で、 地質リスク 、 て てい

。 
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地質 会

会

事  
は、 の いて、 す の で 現 地質リスク

、 の の地質リスク で 。

の は、 の が す が、 の ス ー ン の

て地す が 、の 1 3.5での 地す 。 
ではの 1:1.0 1 1.2 の が されて 、 は

の が 定され、 てい 。 
地 地質 の 、 は、 質

が 、 地質 で が

、 の で 地す のリスクは、 さい 。ま 、

地の 定 ては、 質 ス ー ン が認 れ 、ス

ー ン の 、 い 1 1.4 1 1.6 。 は、

地の 、1:1.2 での 。 の 、 の地質リスクの

て、 のの 、 地 は す

。

 
 土計 地質  
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ータ  
文 調査 

学 1:50,000 地す 地 、 、 の

では地す 地 が 認され のの、 では、地す 地 は 認

され 。 
 

認 、 4 され 1 の ーリン ー

認す がで 。 
ーリン の 、 の地質 認す がで 。 

・ は、 、 （ ） が す 。 
・地質 は、 で、 れ は 認で い。 
・ の で、 の が 認されて 、 が され 。ま

、 の では、地 の が 定され 。 
地 地質 査 

地 は、 の が す 。地 地質 では、 1 す地

質 認 、 の は、 2 で す 定 。 の では、

の で 認され の は で 、 て、 質

が す 定 。 は、い れ ス ー

ン て 質 て 、ス ー ン の は、 質 が で、

質 では さい 。ま 、 質 質

の地質 では 認 。 
地 地質 は、 の ーリン ー の地質 て 、

地質 は、 て の れ てい 。 
土計  

定  

は、 質 が 、地質リスクが 現

の の地質 では い 、 定 すれ 、 の 定 は

で 。 
、 地の地質はス ー ン す 、ス ー ン 定

す が 。 現す 定され 地質 の 、ス ー ン

が が のは、 、 質 質 で 。 
は、地 ーリン いて、 て 認さ

れて 、 地 で 認され 、 ス ー ン す

い は 。 地の は で 、 定

は、 地 て のが 。ま 、 質

、 質 は、ス ー ン 質 すい 、ス ー

ン 定 。 
、 の の 定 は、 2 す 。 、 地 の

、 は 1 1.2 、 す 。 
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ータ  
文 調査 

学 1:50,000 地す 地 、 、 の

では地す 地 が 認され のの、 では、地す 地 は 認

され 。 
 

認 、 4 され 1 の ーリン ー

認す がで 。 
ーリン の 、 の地質 認す がで 。 

・ は、 、 （ ） が す 。 
・地質 は、 で、 れ は 認で い。 
・ の で、 の が 認されて 、 が され 。ま

、 の では、地 の が 定され 。 
地 地質 査 

地 は、 の が す 。地 地質 では、 1 す地

質 認 、 の は、 2 で す 定 。 の では、

の で 認され の は で 、 て、 質

が す 定 。 は、い れ ス ー

ン て 質 て 、ス ー ン の は、 質 が で、

質 では さい 。ま 、 質 質

の地質 では 認 。 
地 地質 は、 の ーリン ー の地質 て 、

地質 は、 て の れ てい 。 
土計  

定  

は、 質 が 、地質リスクが 現

の の地質 では い 、 定 すれ 、 の 定 は

で 。 
、 地の地質はス ー ン す 、ス ー ン 定

す が 。 現す 定され 地質 の 、ス ー ン

が が のは、 、 質 質 で 。 
は、地 ーリン いて、 て 認さ

れて 、 地 で 認され 、 ス ー ン す

い は 。 地の は で 、 定

は、 地 て のが 。ま 、 質

、 質 は、ス ー ン 質 すい 、ス ー

ン 定 。 
、 の の 定 は、 2 す 。 、 地 の

、 は 1 1.2 、 す 。 
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2 定  

地質  定 （ ） 
 1 1.4 

質  1 1.4 
質  1 1.6 

 
工 地質リスク 

地 地質 、 の地質リスクは 現す

が い が、 は の地質リスク の は で 。 
・の は す地質 が 定され が、 地質 が 定され

、 は、の い、 て す 。

・地 ス ー ン の すい地質で 、地

は す が 。 
 

ジ ント効  
いては、 いて、 ーリン す 、

の 認 地 地質 の地質リスク 。 
の の ては、 ーリン て 、 の

がで 、 ジ ン ては、 ・ いて

す 。 
 

ジ ント 調査・設計 7 000 千 期間 6 月  

の す 、 の ーリン が れ 。ま 、

地 地質 ス ー ン の地質 い 、

は、 定 の が が 。 
ジ ント 行 調査・設計 3 000 千 期間 2 月  

いては、 地 地質 、 での地質 認

さ 。 
ジ ント効 4 000 千 期間 4 月  

ジ ン の は、 で 4,000 の が まれ 。

ま 、 は、 4 の が れ 。 
 

ータ 式  
は、地質 者が地質の い、地質リスク （A ） て

。 の ー （A ） す 、 3 の 。

、 3 はリスク いて 。 
では、 され す 地質リスク で が、

者 す で、地質リスク で 。 の 、 い

て 、地質 者の が れ 。
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3 地質リスク 事  

大  小  ータ 

工事 

 

 

 

発 者 道 事業者 

工事名 道 工事 

工  土計 土 工 

工事  6 土 

工事   

調査・設計  7 000 千  

工期 6 月 土 工開  

リスク 事  さ リスク発 期 土工 工  

さ ト ル 土 定 定

工 加 

事  土工 定  

工事  工事 中  

リスク 際 期 土工 工前 

者 道 事業者 工業者 

地質調査会社 

内  土工 定  

 地 地質 査 ータ 

ーリン 調査 ータ 

リスク 応 際 

 

 

 

 

内  加調査 地 地質 査 

正設計 土計  

工 工 工  

用 

 

加調査 1 000 千  

正設計 2 000 千  

工  

計 3 000 千  

期間 2 月 

工事 内  

 

工事 内  工 工 

工事   

工期  

間   

者 道 事業者 

リスク ジ ント

効  

用  4 000 千  

工期  4 月 

  

 

2 定  

地質  定 （ ） 
 1 1.4 

質  1 1.4 
質  1 1.6 

 
工 地質リスク 

地 地質 、 の地質リスクは 現す

が い が、 は の地質リスク の は で 。 
・の は す地質 が 定され が、 地質 が 定され

、 は、の い、 て す 。

・地 ス ー ン の すい地質で 、地

は す が 。 
 

ジ ント効  
いては、 いて、 ーリン す 、

の 認 地 地質 の地質リスク 。 
の の ては、 ーリン て 、 の

がで 、 ジ ン ては、 ・ いて

す 。 
 

ジ ント 調査・設計 7 000 千 期間 6 月  

の す 、 の ーリン が れ 。ま 、

地 地質 ス ー ン の地質 い 、

は、 定 の が が 。 
ジ ント 行 調査・設計 3 000 千 期間 2 月  

いては、 地 地質 、 での地質 認

さ 。 
ジ ント効 4 000 千 期間 4 月  

ジ ン の は、 で 4,000 の が まれ 。

ま 、 は、 4 の が れ 。 
 

ータ 式  
は、地質 者が地質の い、地質リスク （A ） て

。 の ー （A ） す 、 3 の 。

、 3 はリスク いて 。 
では、 され す 地質リスク で が、

者 す で、地質リスク で 。 の 、 い

て 、地質 者の が れ 。
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資料  

 

地質リスク・エンジニア（ＧＲＥ） 認定制度について 

 
．地質リスク・エンジニア（GRE） について 

 
定 地質 が て開 ています。 

地質 ては、 、 れまで れ 地質リスク す 開 、

地質 の い す の地質 さ が で 、ま 、

で ます。 て、 れは、 地質 の は 、地質リスク

す 地質 ジ ン の ・ ・ す ので 、

会 て て公 の い の います。

の は、地質 す 、 、 ジ ン す 者

、地 公 開 が です。さ 、 ては、

公 す 学 が ます。 で、 では、地質リス

ク学会 （ ） 地質 会 会の て 開 ています。

の は、 地質リスク す の 、 の が まれます。

地質リスク ジ ン は（ ）

地質リスク ジ ン の の

地質リスク 地質 の

・ （ 者 の ） ・ の ての

・地質リスク （ ） ・地質 定 （ ）

・地質 の の （ ） ・地質リスク の （ ）

公 の 、 者 定 、

地質リスク 者 者の す の

地質リスク 者 質 （ 者 、 、 ジ ン ）

地質 の

者の

は、 、 ー で開 ますが、 、

す てまい ます。

ま 、 の 者 地質リスク学会 て認定 てい いて ま

すが、現 で、 す は て ま 。
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２．地質リスク・エンジニア（GRE）認定制度について 

 

地質リスク学会が て ています。

ます。

 

主催：地質リスク学会 

地質リスク・エンジニア（ＧＲＥ）認定制度 

応募要領 

 
地質リスク・エンジニア（GRE）認定 は、 の て ます。認定 の

の は、 の です。 
 
 

 
応募資格 

 定 地質 が す 地質リスク・エンジニア（GRE）

、 てい 。 
 
提出課題（小論文）について 

の の て さい。

  ー 地質 者 いて

（ ６ ）

、

受験料について 

（ 、認定・ て）

更新制度について 

、 す 。

のい れ の す 。

・ の （ ） の

・地質リスク ジ ン 会 で の

認定 いて

認定 が は、地質リスク学会 され

定 地質 が す 。

 
 

資料  

 

地質リスク・エンジニア（ＧＲＥ） 認定制度について 

 
．地質リスク・エンジニア（GRE） について 

 
定 地質 が て開 ています。 

地質 ては、 、 れまで れ 地質リスク す 開 、

地質 の い す の地質 さ が で 、ま 、

で ます。 て、 れは、 地質 の は 、地質リスク

す 地質 ジ ン の ・ ・ す ので 、

会 て て公 の い の います。

の は、地質 す 、 、 ジ ン す 者

、地 公 開 が です。さ 、 ては、

公 す 学 が ます。 で、 では、地質リス

ク学会 （ ） 地質 会 会の て 開 ています。

の は、 地質リスク す の 、 の が まれます。

地質リスク ジ ン は（ ）

地質リスク ジ ン の の

地質リスク 地質 の

・ （ 者 の ） ・ の ての

・地質リスク （ ） ・地質 定 （ ）

・地質 の の （ ） ・地質リスク の （ ）

公 の 、 者 定 、

地質リスク 者 者の す の

地質リスク 者 質 （ 者 、 、 ジ ン ）

地質 の

者の

は、 、 ー で開 ますが、 、

す てまい ます。

ま 、 の 者 地質リスク学会 て認定 てい いて ま

すが、現 で、 す は て ま 。
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3 
 

地質リスク・エンジニア（GRE）の認定者は、現在６６名で、地質リスク学会のホームページで名簿

が公開されています。 
 

地質リスク・エンジニア　認定者名簿 平成29年12月1日

登録番号 氏名 所属 有効期限

1 二木　重博 ㈱エイト日本技術開発 2021年3月31日

2 高橋　浩之 ㈱興和 2021年3月31日

3 大賀　政秀 ㈱ダイヤコンサルタント　関東支社　 2021年3月31日

4 佐藤　　豊 ㈱キタック 2021年3月31日

5 東野　圭悟 中央開発㈱ 2021年3月31日

6 尾上　秀司 応用地質㈱ 2021年3月31日

7 秋山　道生 大地コンサルタント㈱ 2021年3月31日

8 寺井　康文 大地コンサルタント㈱ 2021年3月31日

9 緒方　康浩 ㈱日本地下技術 2021年3月31日

10 山部　 　哲 ㈱建設技術研究所　東北支社 2021年3月31日

11 橋尾　宣弘 ㈱エイト日本技術開発　東北支社 2021年3月31日

12 三谷　由加里 ㈱建設技術研究所 九州支社 2021年3月31日

13 松本　和正 北海道土質コンサルタント㈱ 2021年3月31日

14 前原　恒祐 ㈱開発調査研究所 2021年3月31日

15 常川　善弘 ㈱相愛 2021年3月31日

16 清水　順二 明治コンサルタント㈱ 北海道本店 2021年3月31日

17 中島　　昇 ㈱地研 2021年3月31日

18 山﨑　尚明 ㈱相愛 2021年3月31日

19 江川　千洋 ㈱キタック 2021年3月31日

20 原　   勝重 新協地水㈱ 2021年3月31日

21 坂西啓一郎 モニー物探㈱ 2021年3月31日

22 永田　和之 ㈱藤井基礎設計事務所 2021年3月31日

23 江村　　剛 株式会社 村尾技建　 上越支店 2022年3月31日

24 陣内 龍太郎 応用地質株式会社　関西支社 2022年3月31日

25 正岡　久典 共立工営株式会社 2022年3月31日

26 蚊爪　康典 応用地質㈱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 2022年3月31日

27 居川　信之 ㈱エイト日本技術開発　中部支社 2022年3月31日

28 藤原　康正 ㈱エイト日本技術開発　関西支社 2022年3月31日

29 原　      靖 ㈱ドーコン　地質部 2022年3月31日

30 城井　浩介 中電技術コンサルタント㈱ 2022年3月31日

31 山田　靖司 応用地質株式会社 2022年3月31日

32 吉岡　　崇 ㈱愛媛建設コンサルタント 2022年3月31日

33 中根　久幸 株式会社 地研 2022年3月31日

34 加藤　猛士 川崎地質株式会社 2022年3月31日

35 白井　康夫 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 2022年3月31日

36 久保田 耕司 基礎地盤ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱　関西支社 2022年3月31日

37 結城　則行 川崎地質㈱ 2022年3月31日

38 鈴木　俊司 株式会社  ドーコン 2022年3月31日

39 境　 　正樹 応用地質株式会社　東北支社 2022年3月31日

40 藤原　 　協 国際航業株式会社　中部支社 2022年3月31日

41 渡辺 平太郎 ㈱ｱｻﾉ大成基礎ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東北支社 2022年3月31日

42 杉山　直起 ㈱ダイヤコンサルタント 2022年3月31日

43 内村　雄一 応用地質㈱ 熊本支店 2022年3月31日

44 近藤　桂二 ㈱ダイヤコンサルタント　北海道支社 2023年3月31日

45 小島　央彦 川崎地質㈱　西日本支社 2023年3月31日

46 石井　真治 大地コンサルタント㈱ 2023年3月31日

47 栃本　泰浩 川崎地質㈱ 2023年3月31日

48 嵐　正治 国際航業㈱　 2023年3月31日

49 長瀬　眞央 ㈱開発工営社 2023年3月31日

50 竹内　均 ㈱日さく　上越支店 2023年3月31日

51 高田　正治 ㈱エイト日本技術開発　広島支店 2023年3月31日

52 小松　慎二 応用地質㈱　関西支社 2023年3月31日

53 尾高 潤一郎 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 関東支社 2023年3月31日

54 田窪　裕一 ㈱愛媛建設コンサルタント 2023年3月31日

55 万木　純一郎 ㈱建設技術研究所　大阪本社 2023年3月31日

56 武田　茂典 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 東北支社 2023年3月31日

57 宇田川　義夫 ㈱フジタ 2023年3月31日

58 松井　宏樹 応用地質㈱　岡山支店 2023年3月31日

59 仲間　真紀 四国建設コンサルタント㈱ 2023年3月31日

60 渡邊　陽介 応用地質㈱　神戸支店 2023年3月31日

61 西　達也 ㈱キタック 2023年3月31日

62 岸本　圭 国際航業㈱ 2023年3月31日

63 柴田　達哉 ㈱建設コンサルタントセンター 2023年3月31日

64 大曾根　啓介 応用地質㈱　 2023年3月31日

65 清水　豊 応用地質㈱　東京支社北陸支店 2023年3月31日

66 改田　行司 ㈱建設技術研究所 2023年3月31日  
－ 102 －





共催：地質リスク学会、一般社団法人全国地質調査業協会連合会
協力：特定非営利活動法人地質情報整備活用機構
後援：国土交通省国土技術政策総合研究所
協賛：国立研究開発法人土木研究所

平成３０年１１月２日（金）
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※本論文集は、地質リスク学会のホームページで公開しています。
URL⇒http://www.georisk.jp/




